
Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インター
フェイスおよびハードウェアコンポーネントコンフィギュ
レーションガイド

初版：2017年 07月 31日

最終更新：2017年 11月 03日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

© 2017 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.



目次

インターフェイス特性の設定 1

機能情報の確認 1

インターフェイス特性の設定に関する情報 2

インターフェイスタイプ 2

ポートベースの VLAN 2

スイッチポート 2

アクセスポート 3

トランクポート 3

トンネルポート 4

ルーテッドポート 4

スイッチ仮想インターフェイス 5

EtherChannelポートグループ 5

アップリンクポート 6

イーサネット経由の電源供給 6

スイッチの USBポートの使用 6

USBミニタイプ Bコンソールポート 6

コンソールポート変更ログ 7

USBタイプ Aポート 7

USB 2.0ホストポート 8

インターフェイスの接続 8

インターフェイスコンフィギュレーションモード 9

イーサネットインターフェイスのデフォルト設定 9

インターフェイス速度およびデュプレックスモード 11

速度とデュプレックスモードの設定時の注意事項 11

IEEE 802.3xフロー制御 12

レイヤ 3インターフェイス 13

インターフェイスの特性の設定方法 14

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

iii



インターフェイスの設定 14

インターフェイスに関する記述の追加 16

インターフェイス範囲の設定 17

インターフェイスレンジマクロの設定および使用方法 18

イーサネットインターフェイスの設定 20

インターフェイス速度およびデュプレックスパラメータの設定 20

40ギガビットイーサネットインターフェイスの設定 21

IEEE 802.3xフロー制御の設定 22

レイヤ 3インターフェイスの設定 23

論理レイヤ 3 GREトンネルインターフェイスの設定 24

SVI自動ステート除外の設定 26

インターフェイスのシャットダウンおよび再起動 27

コンソールメディアタイプの設定 28

USB無活動タイムアウトの設定 29

インターフェイス特性のモニタ 30

インターフェイスステータスのモニタ 30

インターフェイスおよびカウンタのクリアとリセット 31

インターフェイス特性の設定例 32

インターフェイスの説明の追加：例 32

インターフェイス範囲の設定：例 32

インターフェイスレンジマクロの設定および使用方法：例 32

インターフェイス速度およびデュプレックスモードの設定：例 33

レイヤ 3インターフェイスの設定：例 33

コンソールメディアタイプの設定：例 33

USB無活動タイムアウトの設定：例 34

インターフェイス特性の設定の機能履歴と情報 34

Auto-MDIXの設定 35

Auto-MDIXの前提条件 35

Auto-MDIXの制約事項 35

Auto-MDIXの設定に関する情報 36

インターフェイスでの Auto-MDIX 36

Auto-MDIXの設定方法 36

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

iv

目次



インターフェイスでの Auto-MDIXの設定 36

Auto-MDIXの設定例 37

Auto-MDIXと動作状態 38

Auto-MDIXに関するその他の関連資料 38

Auto-MDIXの機能履歴と情報 39

イーサネット管理ポートの設定 41

イーサネット管理ポートの前提条件 41

イーサネット管理ポートに関する情報 41

デバイスへのイーサネット管理ポートの直接接続 42

イーサネット管理ポートおよびルーティング 42

サポートされるイーサネット管理ポートの機能 43

イーサネット管理ポートの設定方法 44

イーサネット管理ポートのディセーブル化およびイネーブル化 44

イーサネット管理インターフェイスでの IPアドレスの設定例 45

イーサネット管理ポートに関する追加情報 45

イーサネット管理ポートの機能履歴と情報 46

ポートステータスと接続の確認 47

ポートステータスと接続の確認 47

インターフェイスステータスの確認 48

MACアドレスの表示 49

時間領域反射率計を使用したケーブルステータスの確認 50

TDRテストの実行 50

TDRに関する注意事項 51

Telnetの使用 51

ログアウトタイマーの変更 52

ユーザセッションのモニタリング 52

pingの使用 53

pingの機能 53

pingの実行 54

IP tracerouteの使用 54

IP tracerouteの機能 54

IP tracerouteの実行 55

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

v

目次



レイヤ 2 tracerouteの使用 55

レイヤ 2 tracerouteの使用上の注意事項 56

レイヤ 2 tracerouteの実行 57

ICMPの設定 57

ICMP Protocol Unreachableメッセージのイネーブル化 58

ICMP Mask Replyメッセージのイネーブル化 58

ポートステータスと接続の確認の機能履歴と情報 58

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定 59

LLDPに関する制約事項 59

LLDP、LLDP-MED、および有線ロケーションサービスに関する情報 60

LLDP 60

LLDPでサポートされる TLV 60

LLDP-MED 61

LLDP-MEDでサポートされる TLV 61

ワイヤードロケーションサービス 62

デフォルトの LLDP設定 64

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定方法 65

LLDPのイネーブル化 65

LLDP特性の設定 66

LLDP-MED TLVの設定 68

Network-Policy TLVの設定 70

ロケーション TLVおよびワイヤードロケーションサービスの設定 72

デバイス上でのワイヤードロケーションサービスのイネーブル化 74

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定例 76

Network-Policy TLVの設定：例 76

LLDP、LLDP-MED、ワイヤードロケーションサービスのモニタリングとメンテナン

ス 76

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの追加情報 78

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの機能履歴と情報 78

システムMTUの設定 81

システムMTUの制約事項 81

MTUについて 81

システムMTU値の適用 81

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

vi

目次



MTUの設定方法 82

システムMTUの設定 82

システムMTUの設定例 83

例：システムMTUの設定 83

システムMTUに関する追加情報 83

システムMTUの機能情報 84

PoEの設定 85

PoEについて 85

PoEおよび PoE+ポート 85

サポート対象のプロトコルおよび標準 85

受電装置の検出および初期電力割り当て 86

電力管理モード 88

電力モニタリングおよび電力ポリシング 89

電力消費値 90

Cisco Universal Power Over Ethernet 90

PoEおよび UPoEの設定方法 91

PoEポートの電力管理モードの設定 91

シグナル/スペアペアの電力のイネーブル化 93

電力ポリシングの設定 94

電力ステータスのモニタ 96

PoEに関するその他の関連資料 97

PoEの機能履歴と情報 97

EEEの設定 99

EEEの制約事項 99

EEEについて 100

EEEの概要 100

デフォルトの EEE設定 100

EEEの設定方法 100

EEEのイネーブル化またはディセーブル化 100

EEEのモニタリング 101

EEEの設定例 102

EEEに関するその他の関連資料 102

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

vii

目次



EEE設定の機能履歴と情報 103

Cisco Catalyst 9400シリーズスーパーバイザのM2 SATAモジュール 105

Cisco Catalyst 9400シリーズスーパーバイザのM2 SATAモジュール 105

M2 SATAのファイルシステムとストレージ 105

M2 SATAのファイルシステムへのアクセス 106

M2 SATAフラッシュディスクのフォーマット 106

SATAモジュールでの操作 106

M2 SATAモジュールの機能履歴と情報 108

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

viii

目次



第 1 章

インターフェイス特性の設定

• 機能情報の確認, 1 ページ

• インターフェイス特性の設定に関する情報, 2 ページ

• インターフェイスの特性の設定方法, 14 ページ

• インターフェイス速度およびデュプレックスモードの設定：例, 33 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの設定：例, 33 ページ

• コンソールメディアタイプの設定：例, 33 ページ

• USB無活動タイムアウトの設定：例, 34 ページ

• インターフェイス特性の設定の機能履歴と情報, 34 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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インターフェイス特性の設定に関する情報

インターフェイスタイプ

ここでは、デバイスでサポートされているインターフェイスの異なるタイプについて説明します。

また、インターフェイスの物理特性に応じた設定手順についても説明します。

ポートベースの VLAN
VLANは、ユーザの物理的な位置に関係なく、機能、チーム、またはアプリケーションなどで論
理的に分割された、スイッチによるネットワークです。ポートで受信したパケットが転送される

のは、その受信ポートと同じVLANに属するポートに限られます。異なるVLAN上のネットワー
クデバイスは、VLAN間でトラフィックをルーティングするレイヤ 3デバイスがなければ、互い
に通信できません。

VLANに分割することにより、VLAN内でトラフィック用の堅固なファイアウォールを実現しま
す。また、各 VLANには固有のMACアドレステーブルがあります。VLANが認識されるのは、
ローカルポートが VLANに対応するように設定されたとき、VLANトランキングプロトコル
（VTP）トランク上のネイバーからその存在を学習したとき、またはユーザが VLANを作成した
ときです。

VLANを設定するには、vlan vlan-idグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、
VLANコンフィギュレーションモードを開始します。標準範囲 VLAN（VLAN ID 1～ 1005）の
VLAN設定は、VLANデータベースに保存されます。VTPがバージョン 1または 2の場合に、拡
張範囲VLAN（VLAN IDが 1006～ 4094）を設定するには、最初にVTPモードをトランスペアレ
ントに設定する必要があります。トランスペアレントモードで作成された拡張範囲 VLANは、
VLANデータベースには追加されませんが、デバイスの実行コンフィギュレーションに保存され
ます。VTPバージョン 3では、トランスペアレントモードの他に、クライアントモードまたは
サーバモードで拡張範囲 VLANを作成できます。これらの VLANは VLANデータベースに格納
されます。

switchportインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、VLANにポートが
追加されます。

•インターフェイスを特定します。

•トランクポートには、トランク特性を設定し、必要に応じて所属できる VLANを定義しま
す。

•アクセスポートには、所属する VLANを設定して定義します。

スイッチポート

スイッチポートは、物理ポートに対応付けられたレイヤ 2専用インターフェイスです。スイッチ
ポートは 1つまたは複数の VLANに所属します。スイッチポートは、アクセスポートまたはト
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ランクポートにも使用できます。ポートは、アクセスポートまたはトランクポートに設定でき

ます。また、ポート単位で Dynamic Trunking Protocol（DTP）を稼働させ、リンクのもう一端の
ポートとネゴシエートすることで、スイッチポートモードも設定できます。スイッチポートは、

物理インターフェイスおよび関連付けられているレイヤ2プロトコルの管理に使用され、ルーティ
ングやブリッジングは処理しません。

スイッチポートの設定には、switchportインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使
用します。

アクセスポート

アクセスポートは（音声VLANポートとして設定されている場合を除き）1つのVLANだけに所
属し、そのVLANのトラフィックだけを伝送します。トラフィックは、VLANタグが付いていな
いネイティブ形式で送受信されます。アクセスポートに着信したトラフィックは、ポートに割り

当てられているVLANに所属すると見なされます。アクセスポートがタグ付きパケット（スイッ
チ間リンク（ISL）またはタグ付き IEEE802.1Q）を受信した場合、そのパケットはドロップされ、
送信元アドレスは学習されません。

サポートされているアクセスポートのタイプは、次のとおりです。

•スタティックアクセスポート。このポートは、手動で VLANに割り当てます（IEEE 802.1x
で使用する場合は RADIUSサーバを使用します。

また、Cisco IP Phoneと接続するアクセスポートを、1つのVLANは音声トラフィック用に、もう
1つの VLANは Cisco IP Phoneに接続しているデバイスからのデータトラフィック用に使用する
ように設定できます。

トランクポート

トランクポートは複数の VLANのトラフィックを伝送し、デフォルトで VLANデータベース内
のすべての VLANのメンバとなります。次のトランクポートタイプはサポートされています。

• ISLトランクポートでは、受信パケットはすべて ISLヘッダーを使用してカプセル化されて
いるものと見なされ、送信パケットはすべて ISLヘッダーとともに送信されます。ISLトラ
ンクポートから受信したネイティブ（タグなし）フレームはドロップされます。

• IEEE 802.1Qトランクポートは、タグ付きとタグなしの両方のトラフィックを同時にサポー
トします。IEEE 802.1Qトランクポートは、デフォルトのポート VLAN ID（PVID）に割り
当てられ、すべてのタグなしトラフィックはポートのデフォルトPVID上を流れます。NULL
VLAN IDを備えたすべてのタグなしおよびタグ付きトラフィックは、ポートのデフォルト
PVIDに所属するものと見なされます。発信ポートのデフォルト PVIDと等しい VLAN IDを
持つパケットは、タグなしで送信されます。残りのトラフィックはすべて、VLANタグ付き
で送信されます。

デフォルトでは、トランクポートは、VTPに認識されているすべてのVLANのメンバですが、ト
ランクポートごとにVLANの許可リストを設定して、VLANメンバーシップを制限できます。許
可VLANのリストは、その他のポートには影響を与えませんが、対応トランクポートには影響を
与えます。デフォルトでは、使用可能なすべての VLAN（VLAN ID 1～ 4094）が許可リストに含
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まれます。トランクポートは、VTPがVLANを認識し、VLANがイネーブル状態にある場合に限
り、VLANのメンバーになることができます。VTPが新しいイネーブル VLANを認識し、その
VLANがトランクポートの許可リストに登録されている場合、トランクポートは自動的にその
VLANのメンバになり、トラフィックはその VLANのトランクポート間で転送されます。VTP
が、VLANのトランクポートの許可リストに登録されていない、新しいイネーブルVLANを認識
した場合、ポートはそのVLANのメンバーにはならず、そのVLANのトラフィックはそのポート
間で転送されません。

トンネルポート

トンネルポートは IEEE 802.1Qトンネリングで使用され、サービスプロバイダーネットワークの
カスタマーのトラフィックを、同じVLAN番号を使用するその他のカスタマーから分離します。
サービスプロバイダーエッジスイッチのトンネルポートからカスタマーのスイッチの IEEE802.1Q
トランクポートに、非対称リンクを設定します。エッジスイッチのトンネルポートに入るパケッ

トには、カスタマーの VLANですでに IEEE802.1Qタグが付いており、カスタマーごとに IEEE
802.1Qタグの別のレイヤ（メトロタグと呼ばれる）でカプセル化され、サービスプロバイダー
ネットワークで一意のVLANIDが含まれます。タグが二重に付いたパケットは、その他のカスタ
マーのものとは異なる、元のカスタマーのVLANが維持されてサービスプロバイダーネットワー
クを通過します。発信インターフェイス、およびトンネルポートでは、メトロタグが削除されて

カスタマーのネットワークのオリジナル VLAN番号が取得されます。

トンネルポートは、トランクポートまたはアクセスポートにすることができず、それぞれのカ

スタマーに固有の VLANに属する必要があります。

ルーテッドポート

ルーテッドポートは物理ポートであり、ルータ上にあるポートのように動作しますが、ルータに

接続されている必要はありません。ルーテッドポートは、アクセスポートとは異なり、特定の

VLANに対応付けられていません。VLANサブインターフェイスをサポートしない点を除けば、
通常のルータインターフェイスのように動作します。ルーテッドポートは、レイヤ 3ルーティン
グプロトコルで設定できます。ルーテッドポートはレイヤ 3インターフェイス専用で、DTPや
STPなどのレイヤ 2プロトコルはサポートしません。

ルーテッドポートを設定するには、no switchportインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドでインターフェイスをレイヤ 3モードにします。次に、ポートに IPアドレスを割り当て、
ルーティングをイネーブルにし、ip routingおよび router protocolグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用してルーティングプロトコルの特性を指定します。

noswitchportインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを実行すると、インターフェ
イスがいったんシャットダウンしてから再度イネーブルになります。これにより、インター

フェイスが接続しているデバイスに関するメッセージが表示されることがあります。レイヤ 2
モードのインターフェイスをレイヤ3モードにした場合、影響のあるインターフェイスに関連
する以前の設定が消失する可能性があります。

（注）

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

4

インターフェイス特性の設定

インターフェイスタイプ



ソフトウェアに、設定できるルーテッドポートの個数制限はありません。ただし、ハードウェア

には限界があるため、この個数と設定されている他の機能の数との相互関係によってCPUパフォー
マンスに影響が及ぶことがあります。

Network Essentialsライセンスは、スタティックルーティングと Routing Information Protocol
（RIP）をサポートします。完全なレイヤ 3ルーティングまたはフォールバックブリッジング
の場合は、Network Advantageライセンスをスタンドアロンデバイス、アクティブデバイス、
またはスタンバイデバイスでイネーブルにする必要があります。

（注）

スイッチ仮想インターフェイス

スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、スイッチポートの VLANを、システムのルーティン
グ機能またはブリッジング機能に対する 1つのインターフェイスとして表します。1つの VLAN
に関連付けることができる SVIは 1つだけです。VLANに対して SVIを設定するのは、VLAN間
でルーティングするため、またはデバイスに IPホスト接続を提供するためだけです。デフォルト
では、SVIはデフォルトVLAN（VLAN1）用に作成され、リモートデバイスの管理を可能にしま
す。追加の SVIは明示的に設定する必要があります。

インターフェイス VLAN 1は削除できません。（注）

SVIはシステムにしか IPホスト接続を行いません。SVIは、VLANインターフェイスに対して
vlanインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを実行したときに初めて作成されます。
VLANは、ISLまたは IEEE 802.1Qカプセル化トランク上のデータフレームに関連付けられた
VLANタグ、あるいはアクセスポート用に設定された VLAN IDに対応します。トラフィックを
ルーティングするそれぞれのVLANに対してVLANインターフェイスを設定し、IPアドレスを割
り当ててください。

デバイスは合計 1005の VLANおよび SVIをサポートしますが、ハードウェアには限界があるた
め、SVIとルーテッドポートの数および設定されている他の機能の数との相互関係によって、CPU
パフォーマンスに影響が及ぶことがあります。

物理ポートと関連付けられていない場合、SVIを作成してもアクティブにはなりません。

EtherChannel ポートグループ

EtherChannelポートグループは、複数のスイッチポートを 1つのスイッチポートとして扱いま
す。このようなポートグループは、デバイス間、またはデバイスおよびサーバ間で高帯域接続を

行う単一論理ポートとして動作します。EtherChannelは、チャネルのリンク全体でトラフィック
の負荷を分散させます。EtherChannel内のリンクで障害が発生すると、それまでその障害リンク
で伝送されていたトラフィックが残りのリンクに切り替えられます。複数のトランクポートを 1
つの論理トランクポートに、複数のアクセスポートを 1つの論理アクセスポートに、複数のト
ンネルポートを 1つの論理トンネルポートに、または複数のルーテッドポートを 1つの論理ルー
テッドポートにグループ化できます。ほとんどのプロトコルは単一のまたは集約スイッチポート
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で動作し、ポートグループ内の物理ポートを認識しません。例外は、DTP、CiscoDiscoveryProtocol
（CDP）、およびポート集約プロトコル（PAgP）で、物理ポート上でしか動作しません。

EtherChannelを設定するとき、ポートチャネル論理インターフェイスを作成し、EtherChannelにイ
ンターフェイスを割り当てます。レイヤ 3インターフェイスの場合は、interface port-channelグ
ローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して手動で論理インターフェイスを作成しま

す。そのあと、channel-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、
手動で EtherChannelにインターフェイスを割り当てます。レイヤ 2インターフェイスの場合は、
channel-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、ポートチャネル
論理インターフェイスをダイナミックに作成します。このコマンドは物理および論理ポートをバ

インドします。

アップリンクポート

スーパーバイザモジュールには 1～ 10の名前が付いた 10のアップリンクポートがあります。最
初の 8つのアップリンクポートである 1～ 8は、Small Form-Factor Pluggable（SFP）トランシー
バまたは SFP+トランシーバを使用し、アップリンク 9と 10は Quad Small Form-Factor Pluggable
（QSFP）トランシーバを使用します。ポート1～8は、10Gと1Gの両方のトランシーバをサポー
トする 10ギガビットイーサネットポートです。ポート 9と 10は、40ギガビットイーサネット
アップリンクをサポートする QSFPポートです。

デフォルトでは、10ギガビットイーサネットポート 1～ 8がイネーブルになります。

40ギガビットイーサネットポート 9は、ポート 1～ 4がイネーブルになっている場合にのみイ
ネーブルにできます。40ギガビットイーサネットポート 10は、ポート 5～ 9がイネーブルに
なっている場合にのみイネーブルにできます。

イーサネット経由の電源供給

Power over Ethernet（PoE）テクノロジーでは、PoE（802.3af標準規格）、PoE+（802.3at）ポート
でデバイスの動作用の電源を供給できます。

Cisco Universal Power Over Ethernet（Cisco UPoE）は IEEE PoE+標準規格を拡張し、ポートあたり
の供給電力を 2倍の 60 Wにします。

詳細については、このガイドの「PoEの設定」の項を参照してください。

スイッチの USB ポートの使用
デバイスには、USBミニタイプ Bコンソールポートと USBタイプ Aポートの 2つの USBポー
トが前面パネルにあります。

USB ミニタイプ B コンソールポート
デバイスには、次のコンソールポートがあります。

• USBミニタイプ Bコンソール接続
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• RJ-45コンソールポート

コンソール出力は両方のポートに接続されたデバイスに表示されますが、コンソール入力は一度

に 1つのポートしかアクティブになりません。デフォルトでは、USBコネクタは RJ-45コネクタ
よりも優先されます。

Windows PCには、USBポートのドライバが必要です。ドライバインストレーションの手順に
ついては、ハードウェアインストレーションガイドを参照してください。

（注）

付属の USB Type A-to-USB mini-Type Bケーブルを使用して、PCまたはその他のデバイスをデバ
イスに接続します。接続されたデバイスには、ターミナルエミュレーションアプリケーションが

必要です。デバイスが、ホスト機能をサポートする電源投入デバイス（PCなど）への有効なUSB
接続を検出すると、RJ-45コンソールからの入力はただちにディセーブルになり、USBコンソー
ルからの入力がイネーブルになります。USB接続が削除されると、RJ-45コンソールからの入力
はただちに再度イネーブルになります。デバイスのLEDは、どのコンソール接続が使用中である
かを示します。

コンソールポート変更ログ

ソフトウェア起動時に、ログに USBまたは RJ-45コンソールのいずれがアクティブであるかが示
されます。すべてのデバイスは常にまず RJ-45メディアタイプを表示します。

サンプル出力では、Device 1には接続されたUSBコンソールケーブルがあります。ブートローダ
が USBコンソールに変わらなかったため、Device 1からの最初のログは、RJ-45コンソールを示
しています。少したってから、コンソールが変更され、USBコンソールログが表示されます。
Device 2およびDevice 3には接続された RJ-45コンソールケーブルがあります。

USBケーブルが取り外されるか、PCが USB接続を非アクティブ化すると、ハードウェアは自動
的に RJ-45コンソールインターフェイスに変わります。

コンソールタイプが常にRJ-45であるように設定でき、さらにUSBコネクタの無活動タイムアウ
トを設定できます。

USB タイプ A ポート
USBタイプ Aポートは、外部 USBフラッシュデバイス（サムドライブまたは USBキーとも呼
ばれる）へのアクセスを提供します。このポートは、容量 128 MB～ 8 GBの Cisco USBフラッ
シュドライブ、USB 2.0、および USB 3.0をサポートします（ポート密度 128 MB、256 MB、1
GB、4 GB、8 GBの USBデバイスがサポートされます）。USB 3.0は、SuperSpeed USBとも呼ば
れ、より高速なファイル転送速度を得るために使用されます。標準 Cisco IOSコマンドラインイ
ンターフェイス（CLI）コマンドを使用して、フラッシュデバイスの読み取り、書き込み、およ
び、コピー元やコピー先として使用できます。デバイスをUSBフラッシュドライブから起動する
ようにも設定できます。
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USB 2.0 ホストポート
USB 2.0ホストポートは、外部 USBフラッシュデバイス（サムドライブまたは USBキーとも呼
ばれる）へのアクセスを提供します。このポートは、容量 128 MB～ 8 GBの Cisco USBフラッ
シュドライブをサポートします（ポート密度 128 MB、256 MB、1 GB、4 GB、8 GBの USBデバ
イスがサポートされます）。標準Cisco IOSコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドを
使用して、フラッシュデバイスの読み取り、書き込み、および、コピー元やコピー先として使用

できます。デバイスを USBフラッシュドライブから起動するようにも設定できます。

インターフェイスの接続

単一VLAN内のデバイスは、スイッチを通じて直接通信できます。異なるVLANに属すポート間
では、ルーティングデバイスを介さなければデータを交換できません。標準のレイヤ 2デバイス
を使用すると、異なるVLANのポートは、ルータを通じて情報を交換する必要があります。ルー
ティングがイネーブルに設定されたデバイスの使用により、IPアドレスを割り当てたSVIでVLAN
20および VLAN 30の両方を設定すると、外部ルータを使用せずに、デバイスを介してホスト A
からホスト Bにパケットを直接送信できます。

図 1：スイッチと VLAN との接続

Network Advantageライセンスがデバイスまたはアクティブなデバイス上で使用されている場合
は、デバイスが 2つの方式（ルーティングとフォールバックブリッジング）を使用してインター
フェイス間のトラフィックを転送します。Network Essentialsライセンスがデバイスまたはアク
ティブなデバイス上で使用されている場合は、基本ルーティング（スタティックルーティング

と RIP）だけがサポートされます。可能な場合は、高いパフォーマンスを維持するために、転送
をデバイスハードウェアで実行します。ただし、ハードウェアでルーティングされるのはイーサ

ネット IIカプセル化された IPv4パケットだけです。非 IPトラフィックと、他のカプセル化方式
を使用しているトラフィックは、ハードウェアによってフォールバックブリッジングされます。

•ルーティング機能は、すべてのSVIおよびルーテッドポートでイネーブルにできます。デバ
イスは IPトラフィックだけをルーティングします。IPルーティングプロトコルパラメータ
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とアドレス設定が SVIまたはルーテッドポートに追加されると、このポートで受信した IP
トラフィックはルーティングされます。

•フォールバックブリッジングは、デバイスでルーティングされないトラフィックや DECnet
などのルーティングできないプロトコルに属しているトラフィックを転送します。また、

フォールバックブリッジングは、2つ以上の SVIまたはルーテッドポート間のブリッジング
によって、複数の VLANを 1つのブリッジドメインに接続します。フォールバックブリッ
ジングを設定する場合は、ブリッジグループに SVIまたはルーテッドポートを割り当てま
す。各 SVIまたはルーテッドポートにはそれぞれ 1つしかブリッジグループが割り当てら
れません。同じグループ内のすべてのインターフェイスは、同じブリッジドメインに属しま

す。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

デバイスは、次のインターフェイスタイプをサポートします。

•物理ポート：デバイスポートおよびルーテッドポート

• VLAN：スイッチ仮想インターフェイス

•ポートチャネル：EtherChannelインターフェイス

インターフェイス範囲も設定できます。

物理インターフェイス（ポート）を設定するには、インターフェイスタイプ、モジュール番号、

およびデバイスポート番号を指定して、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

•
•モジュール番号：デバイス上のモジュールまたはスロット番号：スイッチ（ダウンリンク）
ポートは 0で、アップリンクポートは 1です。

• SFPアップリンクポートを装着したデバイスの場合、モジュール番号は 1で、ポート番号が
振り直されます。デバイスに 10/100/1000ポートが 24個ある場合、SFPモジュールポート
は、gigabitethernet1/1/1～ gigabitethernet1/1/4、または tengigabitethernet1/1/1～
tengigabitethernet1/1/4になります。

デバイス上のインターフェイスの位置を物理的に確認することで、物理インターフェイスを識別

できます。show特権EXECコマンドを使用して、スイッチ上の特定のインターフェイスまたはす
べてのインターフェイスに関する情報を表示することもできます。以降、この章では、主に物理

インターフェイスの設定手順について説明します。

次に、スタンドアロンデバイスでインターフェイスを識別する例を示します。

イーサネットインターフェイスのデフォルト設定

インターフェイスがレイヤ 3モードの場合に、レイヤ 2パラメータを設定するには、パラメータ
を指定せずに switchportインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力し、インター
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フェイスをレイヤ 2モードにする必要があります。これにより、インターフェイスがいったん
シャットダウンしてから再度イネーブルになり、インターフェイスが接続しているデバイスに関

するメッセージが表示されることがあります。レイヤ3モードのインターフェイスをレイヤ2モー
ドにした場合、影響のあるインターフェイスに関連する以前の設定情報が消失する可能性があり、

インターフェイスはデフォルト設定に戻ります。

次の表は、レイヤ 2インターフェイスにのみ適用される一部の機能を含む、イーサネットイン
ターフェイスのデフォルト設定を示しています。

表 1：レイヤ 2 イーサネットインターフェイスのデフォルト設定

デフォルト設定機能

レイヤ2またはスイッチングモード（switchport
コマンド）

動作モード

VLAN 1～ 4094VLAN許容範囲

VLAN 1（レイヤ 2インターフェイスだけ）デフォルト VLAN（アクセスポート用）

VLAN 1（レイヤ 2インターフェイスだけ）ネイティブ VLAN（IEEE 802.1Qトランク用）

Switchportmode dynamic auto（DTPをサポート）
（レイヤ 2インターフェイスだけ）

VLANトランキング

すべてのポートがイネーブルポートイネーブルステート

未定義ポート記述

自動ネゴシエーション速度

自動ネゴシエーションデュプレックスモード

フロー制御は receive: offに設定されます。送信
パケットでは常にオフです。

フロー制御

すべてのイーサネットポートでディセーブル。EtherChannel（PAgP）

ディセーブル（ブロッキングされない）（レイ

ヤ 2インターフェイスだけ）。
ポートブロッキング（不明マルチキャストおよ

び不明ユニキャストトラフィック）

ディセーブルブロードキャスト、マルチキャスト、およびユ

ニキャストストーム制御

ディセーブル（レイヤ 2インターフェイスだ
け）。

保護ポート
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デフォルト設定機能

ディセーブル（レイヤ 2インターフェイスだ
け）。

ポートセキュリティ

ディセーブルPortFast

イネーブル

受電デバイスがクロスケーブルでス

イッチに接続されている場合、スイッ

チは、IEEE 802.3afに完全には準拠し
ていない、Cisco IP Phoneやアクセス
ポイントなどの準規格の受電をサポー

トしていない場合があります。これ

は、スイッチポート上で Automatic
Medium-Dependent Interface Crossover
（Auto-MIDX）がイネーブルかどうか
は関係ありません。

（注）

Auto-MDIX

イネーブル（自動）Power over Ethernet（PoE）

インターフェイス速度およびデュプレックスモード

スイッチのイーサネットインターフェイスは、10、100、1000Mb/s、かつ全二重または半二重モー
ドのいずれかで動作します。全二重モードの場合、2つのステーションが同時にトラフィックを
送受信できます。通常、10 Mbpsポートは半二重モードで動作します。これは、各ステーション
がトラフィックを受信するか、送信するかのどちらか一方しかできないことを意味します。

スイッチモジュールには、ギガビットイーサネット（10/100/1000 Mb/s）ポート、SFP+モジュー
ル、および Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールをサポートする SFPモジュールスロッ
トが含まれます。

速度とデュプレックスモードの設定時の注意事項

インターフェイス速度とデュプレックスモードを設定する際には、次のガイドラインに注意して

ください。

• PoEスイッチで自動ネゴシエーションを無効にしないでください。

•ギガビットイーサネット（10/100/1000 Mbps）ポートは、すべての速度オプションとデュプ
レックスオプション（自動、半二重、全二重）をサポートします。ただし、1000 Mbpsで稼
働させているギガビットイーサネットポートは、半二重モードをサポートしません。

• SFPモジュールポートの場合、次の SFPモジュールタイプによって速度とデュプレックス
の CLI（コマンドラインインターフェイス）オプションが変わります。
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◦ 1000 BASE-x（xは、BX、CWDM、LX、SX、および ZX）SFPモジュールポートは、
speedインターフェイスコンフィギュレーションコマンドで nonegotiateキーワードを
サポートします。デュプレックスオプションはサポートされません。

◦ 1000BASE-T SFPモジュールポートは、10/100/1000 Mbpsポートと同一の速度とデュプ
レックスオプションをサポートします。

•回線の両側で自動ネゴシエーションがサポートされる場合は、デフォルトのautoネゴシエー
ションを使用することを強くお勧めします。

•一方のインターフェイスが自動ネゴシエーションをサポートし、もう一方がサポートしない
場合は、両方のインターフェイス上でデュプレックスと速度を設定します。サポートする側

で auto設定を使用しないでください。

• STPがイネーブルの場合にポートを再設定すると、デバイスがループの有無を調べるために
最大で 30秒かかる可能性があります。STPの再設定時に、ポート LEDはオレンジになりま
す。ベストプラクティスとして、両端で自動または固定へのリンクに速度とデュプレックス

のオプションを設定することを推奨します。リンクの片側が自動に設定され、反対側が固定

に設定されている場合、リンクは起動せず、これは予期されることです。

•ベストプラクティスとして、両端で自動または固定へのリンクに速度とデュプレックスのオ
プションを設定することを推奨します。リンクの片側が自動に設定され、反対側が固定に設

定されている場合、リンクは起動せず、これは予期されることです。

インターフェイス速度とデュプレックスモードの設定を変更すると、再設定中にインターフェ

イスがシャットダウンし、再びイネーブルになる場合があります。

注意

IEEE 802.3x フロー制御
フロー制御により、接続しているイーサネットポートは、輻輳しているノードがリンク動作をも

う一方の端で一時停止できるようにすることによって、輻輳時のトラフィックレートを制御でき

ます。あるポートで輻輳が生じ、それ以上はトラフィックを受信できなくなった場合、ポーズフ

レームを送信することによって、その状態が解消されるまで送信を中止するように、そのポート

から相手ポートに通知します。ポーズフレームを受信すると、送信側デバイスはデータパケット

の送信を中止するので、輻輳時のデータパケット損失が防止されます。

スイッチポートは、ポーズフレームを受信できますが、送信はできません。（注）

flowcontrolインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、インターフェイスの
ポーズフレームを受信（receive）する能力を on、off、または desiredに設定します。デフォルト
の状態は offです。

desiredに設定した場合、インターフェイスはフロー制御パケットの送信を必要とする接続デバイ
ス、または必要ではないがフロー制御パケットを送信できる接続デバイスに対して動作できます。
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デバイスのフロー制御設定には、次のルールが適用されます。

• receive on（またはdesired）：ポートはポーズフレームを送信できませんが、ポーズフレー
ムを送信する必要のある、または送信できる接続デバイスと組み合わせて使用できます。

ポーズフレームの受信は可能です。

• receiveoff：フロー制御はどちらの方向にも動作しません。輻輳が生じても、リンクの相手側
に通知はなく、どちら側の装置も休止フレームの送受信を行いません。

コマンドの設定と、その結果生じるローカルおよびリモートポートでのフロー制御解決の詳

細については、このリリースのコマンドリファレンスに記載された flowcontrolflowcontrolイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドを参照してください。

（注）

レイヤ 3 インターフェイス
デバイスは、次のレイヤ 3インターフェイスのタイプをサポートします。

• SVI：トラフィックをルーティングする VLANに対応する SVIを設定する必要があります。
SVIは、interface vlanグローバルコンフィギュレーションコマンドのあとに VLAN IDを入
力して作成します。SVIを削除するには、no interfacevlanグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用します。インターフェイス VLAN 1は削除できません。

物理ポートと関連付けられていない場合、SVIを作成してもアクティブにはな
りません。

（注）

SVIを設定するとき、SVIラインステートステータスを判断する際に含めないようにするた
め、SVI自動ステート除外を SVIのポートに設定することもできます。

•ルーテッドポート：ルーテッドポートは、noswitchportインターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドを使用してレイヤ 3モードに設定された物理ポートです。

•レイヤ 3 EtherChannelポート：EtherChannelインターフェイスは、ルーテッドポートで構成
されます。

レイヤ 3デバイスは、各ルーテッドポートおよび SVIに割り当てられた IPアドレスを持つこと
ができます。

デバイスまたはデバイススタックで設定可能なSVIとルーテッドポートの数に対して定義された
制限はありません。ただし、ハードウェアには限界があるため、SVIおよびルーテッドポートの
個数と、設定されている他の機能の個数の組み合わせによっては、CPU利用率が影響を受けるこ
とがあります。デバイスが最大限のハードウェアリソースを使用している場合にルーテッドポー

トまたは SVIを作成しようとすると、次のような結果になります。
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•新たなルーテッドポートを作成しようとすると、デバイスはインターフェイスをルーテッド
ポートに変換するための十分なリソースがないことを示すメッセージを表示し、インター

フェイスはスイッチポートのままとなります。

•拡張範囲のVLANを作成しようとすると、エラーメッセージが生成され、拡張範囲のVLAN
は拒否されます。

• VLANトランキングプロトコル（VTP）が新たなVLANをデバイスに通知すると、使用可能
な十分なハードウェアリソースがないことを示すメッセージを送り、その VLANをシャッ
トダウンします。show vlanユーザ EXECコマンドの出力に、サスペンドステートの VLAN
が示されます。

•デバイスが、ハードウェアのサポート可能な数を超える VLANとルーテッドポートが設定
されたコンフィギュレーションを使って起動を試みると、VLANは作成されますが、ルー
テッドポートはシャットダウンされ、デバイスはハードウェアリソースが不十分であると

いう理由を示すメッセージを送信します。

すべてのレイヤ 3インターフェイスには、トラフィックをルーティングするための IPアドレ
スが必要です。次の手順は、レイヤ3インターフェイスとしてインターフェイスを設定する方
法およびインターフェイスに IPアドレスを割り当てる方法を示します。

物理ポートがレイヤ 2モードである（デフォルト）場合は、no switchportインターフェイス
コンフィギュレーションコマンドを実行してインターフェイスをレイヤ 3モードにする必要
があります。no switchportコマンドを実行すると、インターフェイスがディセーブルになって
から再度イネーブルになります。これにより、インターフェイスが接続しているデバイスに関

するメッセージが生成されることがあります。さらに、レイヤ2モードのインターフェイスを
レイヤ3モードにすると、影響を受けたインターフェイスに関連する前の設定情報は失われ、
インターフェイスはデフォルト設定に戻る可能性があります。

（注）

インターフェイスの特性の設定方法

インターフェイスの設定

次の一般的な手順は、すべてのインターフェイス設定プロセスに当てはまります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプ、デバイスおよびコネクタ

の数を識別します。

interface

例：

ステップ 3   

インターフェイスタイプとインターフェイ

ス番号の間にスペースを入れる必要はあり

ません。

（注）

インターフェイス上で実行するプロトコルとアプリ

ケーションを定義します。別のインターフェイスコ

各 interfaceコマンドの後ろ
に、インターフェイスに必

ステップ 4   

マンドまたは endを入力して特権 EXECモードに戻要なインターフェイスコン

ると、コマンドが収集されてインターフェイスに適

用されます。

フィギュレーションコマン

ドを続けて入力します。

（任意）インターフェイスの範囲を設定します。interface rangeまたは
interface range macro

ステップ 5   

ある範囲内で設定したインターフェイス

は、同じタイプである必要があります。ま

た、同じ機能オプションを指定して設定し

なければなりません。

（注）

スイッチ上のまたはスイッチに対して設定されたす

べてのインターフェイスのリストを表示します。デ

show interfacesステップ 6   

バイスがサポートする各インターフェイスまたは指

定したインターフェイスのレポートが出力されます。

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

15

インターフェイス特性の設定

インターフェイスの設定



インターフェイスに関する記述の追加

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。
パスワードを入力します（要求された場

合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

記述を追加するインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3   

インターフェイスに関する説明を追加しま

す（最大 240文字）。
description string

例：

Device(config-if)# description

ステップ 4   

Connects to Marketing

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show interfaces
interface-iddescription

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイル

に設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config
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インターフェイス範囲の設定

同じ設定パラメータを持つ複数のインターフェイスを設定するには、interface rangeグローバル
コンフィギュレーションコマンドを使用します。インターフェイスレンジコンフィギュレーショ

ンモードを開始すると、このモードを終了するまで、入力されたすべてのコマンドパラメータは

その範囲内のすべてのインターフェイスに対するものと見なされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイス範囲（VLANまたは物理ポー
ト）を指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface range {port-range |
macro macro_name}

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

• interface rangeコマンドを使用すると、最大 5つ
のポート範囲または定義済みマクロを 1つ設定で
きます。

range macro

• macro変数は、「インターフェイスレンジマクロ
の設定および使用方法」の項で説明しています。

•カンマで区切った port-rangeでは、各エントリに
対応するインターフェイスタイプを入力し、カン

マの前後にスペースを含めます。

•ハイフンで区切ったport-rangeでは、インターフェ
イスタイプの再入力は不要ですが、ハイフンの前

後にスペースを入力する必要があります。

この時点で、通常のコンフィギュレーション

コマンドを使用して、範囲内のすべてのイン

ターフェイスにコンフィギュレーションパラ

メータを適用します。各コマンドは、入力さ

れたとおりに実行されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

指定した範囲内のインターフェイスの設定を確認しま

す。

show interfaces [interface-id]

例：

Device# show interfaces

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保

存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 6   

running-config
startup-config

インターフェイスレンジマクロの設定および使用方法

インターフェイスレンジマクロを作成すると、設定するインターフェイスの範囲を自動的に選択

できます。interface range macroグローバルコンフィギュレーションコマンドでmacroキーワー
ドを使用するには、まず define interface-rangeグローバルコンフィギュレーションコマンドでマ
クロを定義する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス範囲マクロを定義して、NVRAM
に保存します。

define interface-range
macro_name interface-range

例：

ステップ 3   

• macro_nameは、最大 32文字の文字列です。

•マクロには、カンマで区切ったインターフェイ
スを 5つまで指定できます。

•それぞれの interface-rangeは、同じポートタイ
プで構成されていなければなりません。

interface rangemacroグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドで macroキー
ワードを使用するには、まず define
interface-rangeグローバルコンフィギュ
レーションコマンドでマクロを定義する

必要があります。

（注）

macro_nameの名前でインターフェイス範囲マクロに
保存された値を使用することによって、設定するイ

ンターフェイスの範囲を選択します。

interface range macro
macro_name

例：

Device(config)# interface

ステップ 4   

ここで、通常のコンフィギュレーションコマンドを

使用して、定義したマクロ内のすべてのインター

フェイスに設定を適用できます。
range macro enet_list

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

定義済みのインターフェイス範囲マクロの設定を表

示します。

show running-config|include
define

例：

Device# show running-config

ステップ 6   

| include define

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config
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イーサネットインターフェイスの設定

インターフェイス速度およびデュプレックスパラメータの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定する物理インターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/3

このコマンドは、10ギガビットイーサネットイ
ンターフェイスでは使用できません。

duplex {auto | full | half}

例：

Device(config-if)# duplex half

ステップ 4   

インターフェイスのデュプレックスパラメータ

を入力します。

半二重モードをイネーブルにします（10または
100Mbpsのみで動作するインターフェイスの場
合）。1000 Mbpsで動作するインターフェイス
には半二重モードを設定できません。

デュプレックス設定を行うことができるのは、

速度が autoに設定されている場合です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス速度およびデュプレックスモー

ドの設定を表示します。

show interfaces interface-id

例：

Device# show interfaces

ステップ 6   

gigabitethernet1/0/3

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 8   

startup-config

40 ギガビットイーサネットインターフェイスの設定
40ギガビットイーサネットインターフェイスを設定するには、次の手順に従います。このコマ
ンドの no形式を使用すると、40ギガビットイーサネットインターフェイスがディセーブルにな
ります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定する必要があるインターフェイスのタイプ

を指定します。

interface interfaceid

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

fortygigabitethernet1/0/9

Device(config-if)#

40ギガビットイーサネットインターフェイス
をイネーブルにします。40ギガビットイーサ

enable

例：

Device(config-if)# enable

ステップ 4   

ネットインターフェイスをディセーブルにする

には、no enableコマンドを使用します。

IEEE 802.3x フロー制御の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

設定する物理インターフェイスを指定し、

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 2   

ポートのフロー制御モードを設定します。flowcontrol {receive} {on | off |
desired}

ステップ 3   

例：

Device(config-if)# flowcontrol
receive on

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスフロー制御の設定を確

認します。

show interfaces interface-id

例：

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイ

ルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

レイヤ 3 インターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

レイヤ 3インターフェイスとして設定す
るインターフェイスを指定し、インター

interface {gigabitethernet interface-id}
| {vlan vlan-id} | {port-channel
port-channel-number}

ステップ 3   

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。
例：

Device(config)# interface
gigabitethernet1/0/2

物理ポートに限り、レイヤ 3モードを開
始します。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスおよび IPサブネットを設定
します。

ip address ip_address subnet_mask

例：

Device(config-if)# ip address

ステップ 5   

192.20.135.21 255.255.255.0

インターフェイスをイネーブルにしま

す。

no shutdown

例：

Device(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 7   

設定を確認します。show interfaces [interface-id]ステップ 8   

（任意）コンフィギュレーションファイ

ルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 9   

startup-config

論理レイヤ 3 GRE トンネルインターフェイスの設定

はじめる前に

総称ルーティングカプセル化（GRE）は、仮想ポイントツーポイントリンク内でネットワーク層
プロトコルをカプセル化するために使用されるトンネリングプロトコルです。GREトンネルは、
カプセル化のみを提供し、暗号化は提供しません。

GREトンネルは、Cisco Catalystスイッチのハードウェアでサポートされています。GREでト
ンネルオプションを設定しない場合、パケットはハードウェアでスイッチングされます。GRE
でトンネルオプション（キーやチェックサムなど）を設定すると、パケットはソフトウェア

でスイッチングされます。最大 10個の GREトンネルがサポートされます。

注目
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アクセスコントロールリスト（ACL）や Quality of Service（QoS）などその他の機能は、GRE
トンネルではサポートされません。

（注）

GREトンネルを設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでトンネリングを

イネーブルにします。

interface tunnel number

例：
Device(config)#interface tunnel 2

ステップ 1   

IPアドレスおよび IPサブネットを
設定します。

ip addressip_addresssubnet_mask

例：
Device(config)#ip address 100.1.1.1
255.255.255.0

ステップ 2   

トンネル送信元を設定します。tunnel source{ip_address|type_number}

例：
Device(config)#tunnel source 10.10.10.1

ステップ 3   

トンネル宛先を設定します。tunnel destination{host_name | ip_address}

例：
Device(config)#tunnel destination
10.10.10.2

ステップ 4   

トンネルモードを設定します。tunnel mode gre ip

例：
Device(config)#tunnel mode gre ip

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを

終了します。

end

例：
Device(config)#end

ステップ 6   
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論理レイヤ 3 GRE トンネルインターフェイスの設定



SVI 自動ステート除外の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

レイヤ 2インターフェイス（物理ポートまた
はポートチャネル）を指定し、インターフェ

interface interface-id

例：

ステップ 3   

イスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

SVIラインステート（アップまたはダウン）
のステータスを定義する際、アクセスまたは

トランクポートを除外します。

switchport autostate exclude

例：

Device(config-if)# switchport

ステップ 4   

autostate exclude

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションを表示

します。

show running config interface
interface-id

ステップ 6   

設定を確認します。

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config
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インターフェイスのシャットダウンおよび再起動

インターフェイスをシャットダウンすると、指定されたインターフェイスのすべての機能がディ

セーブルになり、使用不可能であることがすべてのモニタコマンドの出力に表示されます。この

情報は、すべてのダイナミックルーティングプロトコルを通じて、他のネットワークサーバに

伝達されます。ルーティングアップデートには、インターフェイス情報は含まれません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにしま
す。パスワードを入力します（要求さ

れた場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを選択しま

す。

interface {vlan vlan-id} | {
gigabitethernet interface-id} |
{port-channel port-channel-number}

ステップ 3   

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet1/0/2

インターフェイスをシャットダウンし

ます。

shutdown

例：

Device(config-if)# shutdown

ステップ 4   

インターフェイスを再起動します。no shutdown

例：

Device(config-if)# no shutdown

ステップ 5   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 7   

コンソールメディアタイプの設定

コンソールメディアタイプを RJ-45に設定するには、次の手順を実行します。RJ-45としてコン
ソールを設定すると、USBコンソールオペレーションはディセーブルになり、入力は RJ-45コネ
クタからのみ供給されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

コンソールを設定し、ラインコンフィギュレー

ションモードを開始します。

lineconsole 0

例：

Device(config)# line console

ステップ 3   

0

コンソールメディアタイプが RJ-45ポート以
外に設定されないようにします。このコマン

media-typerj45

例：

Device(config-line)#

ステップ 4   

ドを入力せず、両方のタイプが接続された場

合は、デフォルトで USBポートが使用されま
す。media-type rj45
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

USB 無活動タイムアウトの設定
無活動タイムアウトを設定している場合、USBコンソールポートがアクティブ化されているもの
の、指定された時間内にポートで入力アクティビティがないときに、RJ-45コンソールポートが
再度アクティブになります。タイムアウトのためにUSBコンソールポートは非アクティブ化され
た場合、USBポートを切断し、再接続すると、動作を回復できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

コンソールを設定し、ラインコンフィギュ

レーションモードを開始します。

lineconsole 0

例：

Device(config)# line console 0

ステップ 3   
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USB 無活動タイムアウトの設定



目的コマンドまたはアクション

コンソールポートの無活動タイムアウトを指

定します。指定できる範囲は 1～ 240分で
usb-inactivity-timeout
timeout-minutes

例：

Device(config-line)#

ステップ 4   

す。デフォルトでは、タイムアウトが設定さ

れていません。

usb-inactivity-timeout 30

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 5   

startup-config

インターフェイス特性のモニタ

インターフェイスステータスのモニタ

特権 EXECプロンプトにコマンドを入力することによって、ソフトウェアおよびハードウェアの
バージョン、コンフィギュレーション、インターフェイスに関する統計情報などのインターフェ

イス情報を表示できます。

表 2：インターフェイス用の show コマンド

目的コマンド

指定したインターフェイスとモジュールのダウ

ンシフトステータスの詳細を表示します。

show interfaces interface-number downshift
modulemodule-number

インターフェイスのステータスまたは errdisable
ステートにあるインターフェイスのリストを表

示します。

show interfaces interface-idstatus [err-disabled]

スイッチング（非ルーティング）ポートの管理

上および動作上のステータスを表示します。こ

のコマンドを使用すると、ポートがルーティン

グまたはスイッチングのどちらのモードにある

かが判別できます。

show interfaces [interface-id] switchport
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目的コマンド

1つのインターフェイスまたはすべてのインター
フェイスに関する記述とインターフェイスのス

テータスを表示します。

show interfaces [interface-id] description

IPルーティング用に設定されたすべてのイン
ターフェイスまたは特定のインターフェイスに

ついて、使用できるかどうかを表示します。

show ip interface [interface-id]

インターフェイスのパスごとに入出力パケット

を表示します。

show interface [interface-id] stats

（任意）インターフェイスの速度およびデュプ

レックスを表示します。

show interfaces interface-id

（任意）接続 SFPモジュールの Digital Optical
Monitoring（DOM）ステータスを表示します。

show interfacestransceiverdom-supported-list

（任意）インターフェイスの温度、電圧、電流

量を表示します。

show interfaces transceiver properties

SFPモジュールに関する物理および動作ステー
タスを表示します。

show interfaces [interface-id] [{transceiver
properties | detail}] module number]

インターフェイスに対応する RAM上の実行コ
ンフィギュレーションを表示します。

show running-config interface [interface-id]

ハードウェア設定、ソフトウェアバージョン、

コンフィギュレーションファイルの名前と送信

元、およびブートイメージを表示します。

show version

インターフェイスの Auto-MDIX動作ステート
を表示します。

show controllers ethernet-controller interface-idphy

インターフェイスおよびカウンタのクリアとリセット

表 3：インターフェイス用の clear コマンド

目的コマンド

インターフェイスカウンタをクリアします。clear counters [interface-id]
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目的コマンド

インターフェイスのハードウェアロジックをリ

セットします。

clear interface interface-id

非同期シリアル回線に関するハードウェアロ

ジックをリセットします。

clear line [number | console 0 | vty number]

clear counters特権EXECコマンドは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用して
取得されたカウンタをクリアしません。show interface特権 EXECコマンドで表示されるカウ
ンタのみをクリアします。

（注）

インターフェイス特性の設定例

インターフェイスの説明の追加：例

インターフェイス範囲の設定：例

インターフェイスレンジモードで複数のコンフィギュレーションコマンドを入力した場合、各

コマンドは入力した時点で実行されます。インターフェイスレンジモードを終了した後で、コマ

ンドがバッチ処理されるわけではありません。コマンドの実行中にインターフェイスレンジコン

フィギュレーションモードを終了すると、一部のコマンドが範囲内のすべてのインターフェイス

に対して実行されない場合もあります。コマンドプロンプトが再表示されるのを待ってから、イ

ンターフェイス範囲コンフィギュレーションモードを終了してください。

インターフェイスレンジマクロの設定および使用方法：例

次に、enet_listという名前のインターフェイス範囲マクロを定義してスイッチ 1上のポート 1およ
び 2を含め、マクロ設定を確認する例を示します。

次に、インターフェイスレンジマクロ enet_listに対するインターフェイスレンジコンフィギュ
レーションモードを開始する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface range macro enet_list
Device(config-if-range)#

次に、インターフェイスレンジマクロ enet_listを削除し、処理を確認する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# no define interface-range enet_list
Device(config)# end
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Device# show run | include define
Device#

インターフェイス速度およびデュプレックスモードの設

定：例
次に、インターフェイス速度を 100 Mb/sに、10/100/1000 Mbpsポートのデュプレックスモードを
半二重に設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/3
Device(config-if)# speed 10
Device(config-if)# duplex half

次に、10/100/1000 Mbpsポートで、インターフェイスの速度を 100 Mbpsに設定する例を示しま
す。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# speed 100

レイヤ 3 インターフェイスの設定：例
Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# ip address 192.20.135.21 255.255.255.0
Device(config-if)# no shutdown

コンソールメディアタイプの設定：例
次に、USBコンソールメディアタイプをディセーブルにし、RJ-45コンソールメディアタイプ
をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# line console 0
Device(config-line)# media-type rj45

次に、前の設定を逆にして、ただちにすべての接続されたUSBコンソールをアクティブにする例
を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# line console 0
Device(config-line)# no media-type rj45
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USB 無活動タイムアウトの設定：例
次に、無活動タイムアウトを 30分に設定する例を示します。

設定をディセーブルにするには、次のコマンドを使用します。

設定された分数の間にUSBコンソールポートで（入力）アクティビティがなかった場合、無活動
タイムアウト設定が RJ-45ポートに適用され、ログにこの発生が示されます。

*Mar 1 00:47:25.625: %USB_CONSOLE-6-INACTIVITY_DISABLE: Console media-type USB disabled
due to inactivity, media-type reverted to RJ45.

この時点で、USBコンソールポートを再度アクティブ化する唯一の方法は、ケーブルを取り外
し、再接続することです。

スイッチの USBケーブルが取り外され再接続された場合、ログは次のような表示になります。

*Mar 1 00:48:28.640: %USB_CONSOLE-6-MEDIA_USB: Console media-type is USB.

インターフェイス特性の設定の機能履歴と情報

変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 2 章

Auto-MDIX の設定

• Auto-MDIXの前提条件, 35 ページ

• Auto-MDIXの制約事項, 35 ページ

• Auto-MDIXの設定に関する情報, 36 ページ

• Auto-MDIXの設定方法, 36 ページ

• Auto-MDIXの設定例, 37 ページ

• Auto-MDIXと動作状態, 38 ページ

• Auto-MDIXに関するその他の関連資料, 38 ページ

• Auto-MDIXの機能履歴と情報, 39 ページ

Auto-MDIX の前提条件
インターフェイスがレイヤ 3モードの場合に、レイヤ 2パラメータを設定するには、パラメータ
を指定せずに switchportインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力し、インター
フェイスをレイヤ 2モードにする必要があります。これにより、インターフェイスがいったん
シャットダウンしてから再度イネーブルになり、インターフェイスが接続しているデバイスに関

するメッセージが表示されることがあります。レイヤ3モードのインターフェイスをレイヤ2モー
ドにした場合、影響のあるインターフェイスに関連する以前の設定情報が消失する可能性があり、

インターフェイスはデフォルト設定に戻ります。

デフォルトで Automatic Medium-Dependent Interface Crossover（Auto-MDIX）機能がイネーブルに
設定されます。

Auto-MDIX の制約事項
受電デバイスがクロスケーブルでデバイスに接続されている場合、デバイスは、IEEE 802.3afに
完全には準拠していない、Cisco IPPhoneやアクセスポイントなどの準規格の受電をサポートして
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いない場合があります。これは、スイッチポート上でAutomaticMedium-Dependent InterfaceCrossover
（Auto-MIDX）がイネーブルかどうかは関係ありません。

Auto-MDIX の設定に関する情報

インターフェイスでの Auto-MDIX
自動メディア依存型インターフェイスクロスオーバー（MDIX）がイネーブルになっているイン
ターフェイスでは、必要なケーブル接続タイプ（ストレートまたはクロス）が自動的に検出され、

接続が適切に設定されます。Auto-MDIX機能を使用せずにデバイスを接続する場合、サーバ、
ワークステーション、またはルータなどのデバイスの接続にはストレートケーブルを使用し、他

のデバイスやリピータの接続にはクロスケーブルを使用する必要があります。Auto-MDIXがイ
ネーブルの場合、他のデバイスとの接続にはどちらのケーブルでも使用でき、ケーブルが正しく

ない場合はインターフェイスが自動的に修正を行います。ケーブル接続の詳細については、ハー

ドウェアインストレーションガイドを参照してください。

次の表に、Auto-MDIXの設定およびケーブル接続ごとのリンクステートを示します。

表 4：リンク状態と Auto-MDIX の設定

ケーブル接続が正しく

ない場合

ケーブル接続が正しい

場合

リモート側の
Auto-MDIX

ローカル側の
Auto-MDIX

リンクアップリンクアップ点灯点灯

リンクアップリンクアップ消灯点灯

リンクアップリンクアップ点灯消灯

リンクダウンリンクアップ消灯消灯

Auto-MDIX の設定方法

インターフェイスでの Auto-MDIX の設定
デフォルトでAutoMDIXはオンです。ポートのAutoMDIXをディセーブルにするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで nomdix autoコマンドを使用します。デフォルトに戻
すには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで mdix autoコマンドを使用します。
次に、Auto MDIXをイネーブルにする手順を示します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。
パスワードを入力します（要求された場

合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定する物理インターフェイスを指定し、

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 3   

gigabitethernet1/0/1

Auto MDIX機能をイネーブルにします。mdix auto

例：
Device(config-if)# mdix auto

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイル

に設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

Auto-MDIX の設定例
次の例では、ポートの Auto MDIXをイネーブルにする方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
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Device(config-if)# mdix auto
Device(config-if)# end

Auto-MDIX と動作状態
表 5：Auto-MDIX と動作状態

説明インターフェイスでの Auto-MDIX 設定と動作状
態

Auto-MDIXはイネーブルで、フル機能していま
す。

Auto-MDIX on (operational: on)

このインターフェイスではAuto-MDIXはイネー
ブルですが、機能していません。Auto-MDIX機
能を正常に動作させるには、インターフェイス

速度を自動ネゴシエーションに設定する必要が

あります。

Auto-MDIX on (operational: off)

no mdix autoコマンドにより、Auto-MDIXが
ディセーブルになっています。

Auto-MDIX off

Auto-MDIX に関するその他の関連資料
MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

Auto-MDIX の機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 3 章

イーサネット管理ポートの設定

• イーサネット管理ポートの前提条件, 41 ページ

• イーサネット管理ポートに関する情報, 41 ページ

• イーサネット管理ポートの設定方法, 44 ページ

• イーサネット管理インターフェイスでの IPアドレスの設定例, 45 ページ

• イーサネット管理ポートに関する追加情報, 45 ページ

• イーサネット管理ポートの機能履歴と情報, 46 ページ

イーサネット管理ポートの前提条件
PCをイーサネット管理ポートに接続するときに、最初に IPアドレスを割り当てる必要がありま
す。

イーサネット管理ポートに関する情報
Gi0/0または GigabitEthernet0/0ポートとも呼ばれるイーサネット管理ポートは、PCを接続する
VRF（VPNルーティング/転送）インターフェイスです。ネットワークの管理に、デバイスコン
ソールポートの代わりとしてイーサネット管理ポートを使用できます。

スイッチを管理するときに、PCを Catalyst 9400シリーズスイッチ上のイーサネット管理ポート
に接続します。

PCをイーサネット管理ポートに接続するときに、IPアドレスを割り当てる必要があります。（注）
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デバイスへのイーサネット管理ポートの直接接続

次の図は、デバイスまたはスタンドアロンデバイスに対して、イーサネット管理ポートを PCに
接続する方法を示します。

図 2：PC とスイッチの接続

イーサネット管理ポートおよびルーティング

デフォルトでは、イーサネット管理ポートはイネーブルです。デバイスは、イーサネット管理ポー

トからネットワークポートにパケットをルーティングできず、その逆もできません。イーサネッ

ト管理ポートはルーティングをサポートしていませんが、ポート上でルーティングプロトコルを

イネーブルにすることが必要となる場合もあります。

PCとデバイスが複数のホップ分離れていて、パケットが PCに到達するには複数のレイヤ 3デバ
イスを経由しなければならない場合に、イーサネット管理ポート上のルーティングプロトコルを

イネーブルにします。

図 3：ルーティングプロトコルをイネーブルにしたネットワーク例

上記の図では、イーサネット管理ポートとネットワークポートが同じルーティングプロセスに関

連付けられている場合、ルートは次のように伝播されます。

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

42

イーサネット管理ポートの設定

デバイスへのイーサネット管理ポートの直接接続



•イーサネット管理ポートからのルートは、ネットワークポートを通してネットワークに伝播
されます。

•ネットワークポートからのルートは、イーサネット管理ポートを通してネットワークに伝播
されます。

イーサネット管理ポートとネットワークポートの間ではルーティングはサポートされていないた

め、これらのポート間のトラフィックの送受信はできません。このような状況になると、これら

のポート間にデータパケットループが発生し、デバイスおよびネットワークの動作が中断されま

す。このループを防止するには、イーサネット管理ポートとネットワークポートの間のルートを

回避するためにルートフィルタを設定してください。

サポートされるイーサネット管理ポートの機能

イーサネット管理ポートは次の機能をサポートします。

• Express Setup（スイッチスタックでのみ）

• Network Assistant

•パスワード付きの Telnet

• TFTP

•セキュアシェル（SSH）

• Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）ベースの自動設定

• SNMP（ENTITY-MIBおよび IF-MIBのみ）

• IP ping

•インターフェイス機能

◦速度：10 Mb/s、100 Mb/s、、および自動ネゴシエーション

◦デュプレックスモード：全二重、半二重、自動ネゴシエーション

◦ループバック検出

• Cisco Discovery Protocol（CDP）

• DHCPリレーエージェント

• IPv4および IPv6アクセスコントロールリスト（ACL）

•ルーティングプロトコル

イーサネット管理ポートの機能をイネーブルにする前に機能がサポートされていることを確認

してください。イーサネット管理ポートのサポートされていない機能を設定しようとすると、

機能は正しく動作せず、デバイスに障害が発生するおそれがあります。

注意
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イーサネット管理ポートの設定方法

イーサネット管理ポートのディセーブル化およびイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 1   

CLIでイーサネット管理ポートを指定します。interface gigabitethernet0/0

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet0/0

ステップ 2   

イーサネット管理ポートをディセーブルにしま

す。

shutdown

例：
Device(config-if)# shutdown

ステップ 3   

イーサネット管理ポートをイネーブルにしま

す。

no shutdown

例：
Device(config-if)# no shutdown

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 5   

リンクステータスを表示します。show interfaces gigabitethernet0/0

例：
Device# show interfaces
gigabitethernet0/0

ステップ 6   

PCへのリンクステータスを調べるには、イー
サネット管理ポートの LEDをモニタします。
リンクがアクティブな場合、LEDはグリーン
（オン）であり、リンクが停止中の場合は、

LEDはオフです。POSTエラーがある場合は、
LEDはオレンジです。

次の作業

イーサネット管理ポートを使用したスイッチの管理または設定に進みます。「ネットワーク管理」

の項を参照してください。
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イーサネット管理インターフェイスでの IP アドレスの設
定例

次に、管理インターフェイスで IPアドレスを設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# vrf forwarding Mgmt-vrf
Switch(config-if)#ip address 192.168.247.10 255.255.0.0
Switch(config-if)# end

Switch#show running-config interface Gi0/0
Building configuration...

Current configuration : 118 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0
vrf forwarding Mgmt-vrf
ip address 192.168.247.10 255.255.0.0
negotiation auto
end

イーサネット管理ポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

このガイドの「システム管理」の項を参照して

ください。

ブートローダ設定

「システム管理コマンド」の項を参照してくだ

さい。

ブートローダコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

イーサネット管理ポートの機能履歴と情報

変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 4 章

ポートステータスと接続の確認

• ポートステータスと接続の確認, 47 ページ

• インターフェイスステータスの確認, 48 ページ

• MACアドレスの表示, 49 ページ

• 時間領域反射率計を使用したケーブルステータスの確認, 50 ページ

• Telnetの使用, 51 ページ

• ログアウトタイマーの変更, 52 ページ

• ユーザセッションのモニタリング, 52 ページ

• pingの使用, 53 ページ

• IP tracerouteの使用, 54 ページ

• レイヤ 2 tracerouteの使用, 55 ページ

• ICMPの設定, 57 ページ

• ポートステータスと接続の確認の機能履歴と情報, 58 ページ

ポートステータスと接続の確認
Catalyst 9400シリーズスイッチはモジュール型システムです。取り付けられているモジュール、
および各モジュールのMACアドレス範囲とバージョン番号は、showmoduleコマンドを入力して
確認します。特定のモジュール番号を指定し、そのモジュールの詳細情報を表示するには、mod_num
引数を使用します。

次に、スイッチ上のすべてのモジュールステータスを確認する例を示します。

Switch# show module
Chassis Type: C9410R

Mod Ports Card Type Model Serial No.
---+-----+--------------------------------------+--------------+--------------
1 48 48-Port 10/100/1000 (RJ-45) C9400-LC-48T JAE2107023L
2 24 24-Port 10 Gigabit Ethernet (SFP+) C9400-LC-24XS JAE210706JV
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3 48 48-Port UPOE 10/100/1000 (RJ-45) C9400-LC-48U JAE2107050E
4 24 24-Port 10 Gigabit Ethernet (SFP+) C9400-LC-24XS JAE210706KD
5 10 Supervisor 1 Module C9400-SUP-1 JAE21150399
6 10 Supervisor 1 Module C9400-SUP-1 JAE21150399
7 24 24-Port 10 Gigabit Ethernet (SFP+) C9400-LC-24XS JAE210706KE
8 48 48-Port 10/100/1000 (RJ-45) C9400-LC-48T JAE211703QZ
9 48 48-Port 10/100/1000 (RJ-45) C9400-LC-48T JAE2107023V
10 48 48-Port UPOE 10/100/1000 (RJ-45) C9400-LC-48U JAE210704ZZ

Mod MAC addresses Hw Fw Sw Status
---+--------------------------------+----+------------+------------------+--------
1 E4AA.5D54.6DA4 to E4AA.5D54.6DD3 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
2 E4AA.5D54.8280 to E4AA.5D54.8297 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
3 E4AA.5D54.75C0 to E4AA.5D54.75EF 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
4 E4AA.5D54.8550 to E4AA.5D54.8567 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
5 CC16.7EAA.722C to CC16.7EAA.7235 0.6 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
6 CC16.7EAA.7236 to CC16.7EAA.723F 0.6 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
7 E4AA.5D54.82F8 to E4AA.5D54.830F 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
8 E4AA.5D54.C9FC to E4AA.5D54.CA2B 0.6 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
9 E4AA.5D54.603C to E4AA.5D54.606B 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok
10 E4AA.5D54.7200 to E4AA.5D54.722F 0.5 16.6.1r [FC BLD_V166_THROTTLE_LA ok

Mod Redundancy Role Operating Redundancy Mode Configured Redundancy Mode
---+-------------------+-------------------------+---------------------------
5 Active sso sso
6 Standby sso sso

Switch#

インターフェイスステータスの確認
スイッチポートのサマリーまたは詳細情報を表示する場合は、show interface statusコマンドを使
用します。スイッチ上のすべてのポートに関するサマリー情報を確認するには、show interface
statusコマンドを引数なしで入力します。特定のモジュール番号を指定すると、そのモジュール
のポート情報だけが表示されます。特定のポートの詳細情報を表示するには、モジュール番号と

ポート番号を入力します。

特定のポートにコンフィギュレーションコマンドを適用するには、適切な論理モジュールを指定

する必要があります。

次に、トランシーバを含む Catalyst 9400シリーズスイッチ上のすべてのインターフェイスのス
テータスを表示する例を示します。

Switch# show interface status

Port Name Status Vlan Duplex Speed Type
Gi1/0/1 connected 1 a-full a-1000 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/2 connected 1 a-full a-1000 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/3 connected 1 a-full a-1000 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/4 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/5 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/6 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/7 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/8 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/9 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/10 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/11 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/12 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/13 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/14 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/15 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/16 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/17 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/18 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
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Gi1/0/19 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/20 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/21 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/22 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/23 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX
Gi1/0/24 notconnect 1 auto auto 10/100/1000BaseTX

次に、errdisableステートのインターフェイスのステータスを表示する例を示します。
Switch# show interfaces status err-disabled
Port Name Status Reason
Fa9/4 err-disabled link-flap
informational error message when the timer expires on a cause
--------------------------------------------------------------
5d04h:%PM-SP-4-ERR_RECOVER:Attempting to recover from link-flap err-disable state on Fa9/4
Switch#

MAC アドレスの表示
show moduleコマンドを使用してモジュールのMACアドレス範囲を表示する以外に、show
mac-address-table addressコマンドと show mac-address-table interfaceコマンドを使用して、特定
のMACアドレスまたはスイッチの特定のインターフェイスのMACアドレステーブル情報を表
示できます。

次に、すべてのMACアドレスのMACアドレステーブル情報を表示する例を示します。
Switch# show mac address-table

Mac Address Table
-------------------------------------------

Vlan Mac Address Type Ports
---- ----------- -------- -----
All 0100.0ccc.cccc STATIC CPU
All 0100.0ccc.cccd STATIC CPU
All 0180.c200.0000 STATIC CPU
All 0180.c200.0001 STATIC CPU
All 0180.c200.0002 STATIC CPU
All 0180.c200.0003 STATIC CPU
All 0180.c200.0004 STATIC CPU
All 0180.c200.0005 STATIC CPU
All 0180.c200.0006 STATIC CPU
All 0180.c200.0007 STATIC CPU
All 0180.c200.0008 STATIC CPU
All 0180.c200.0009 STATIC CPU
All 0180.c200.000a STATIC CPU
All 0180.c200.000b STATIC CPU
All 0180.c200.000c STATIC CPU
All 0180.c200.000d STATIC CPU
All 0180.c200.000e STATIC CPU
All 0180.c200.000f STATIC CPU
All 0180.c200.0010 STATIC CPU
All 0180.c200.0021 STATIC CPU
All ffff.ffff.ffff STATIC CPU

1 188b.45eb.cc01 DYNAMIC Gi1/0/1
Total Mac Addresses for this criterion: 22
Switch#

次に、特定のインターフェイスのMACアドレステーブル情報を表示する例を示します。
Switch# show mac address-table interface Gi1/0/1

Mac Address Table
-------------------------------------------

Vlan Mac Address Type Ports
---- ----------- -------- -----

1 188b.45eb.cc01 DYNAMIC Gi1/0/1
Total Mac Addresses for this criterion: 1
Switch#
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時間領域反射率計を使用したケーブルステータスの確認
時間領域反射率計（TDR）機能を使用すれば、障害発生時にケーブルが OPENか SHORTかを判
断できます。

TDRにより、Catalyst 9400シリーズスイッチの場合は 48ポート 10/100/1000 BASE-Tモジュール
上の銅ケーブルのステータスを確認できます。TDRは、信号をケーブルに送信し、反射して戻っ
てきた信号を読み取ることによりケーブルの障害を検出します。信号のすべてまたは一部は、ケー

ブルの障害箇所またはケーブルの終端により反射して戻されます。

標準のカテゴリ 5ケーブルには 4組のペアがあります。各ペアは、次のステート（オープン
（接続されていない）、損傷、ショート、または終端）のいずれかであると想定できます。

TDRテストは、4つのすべての状態を検知し、最初の 3つを「障害」状態と表示し、4番目を
「終了」状態と表示します。CLI出力が表示されても、ケーブル長は状態が「不良」である場
合にのみ表示されます。

TDR機能は次のモジュールでサポートされています。

（注）

• C9400-LC-48U

• C9400-LC-48T

TDRは、導線上に信号を送出することによってケーブル不良を検出します。反射信号に応じて、
大まかなケーブルの不良箇所を特定できます。TDR信号がどのように反射してくるかによって、
TDRの結果が決まります。cat4k製品では、OPENと SHORTのケーブル不良タイプしかサポート
されません。たとえば、ケーブルが正しく終端されている場合のステータスは「Terminated」と表
示されます。

TDR テストの実行
TDRテストを開始するには、次の作業を行います。

手順

目的コマンドまたはアクション

TDRテストを開始します。test cable-diagnostics tdr {interface {
interface-number }}

ステップ 1   

TDRテストのカウンタ情報を表示
します。

show cable-diagnostics tdr {interface
interface-number}

ステップ 2   

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

50

ポートステータスと接続の確認

時間領域反射率計を使用したケーブルステータスの確認



TDR に関する注意事項
TDRを使用する場合は、次の注意事項が適用されます。

• TDRテストの実行中はポート設定を変更しないでください。

• TDRテストを実行中のポートと Auto-MDIXがイネーブルのポートを接続した場合、この
TDR結果は無効となる可能性があります。この場合、TDRテストを開始する前にデバイス
上のポートを管理上のダウンにする必要があります。

• TDRテストを実行中のポートとデバイス上のポートなど100BASE-Tポートを接続する場合、
未使用のペア（4～ 5および 7～ 8）はリモートエンドで終端処理されないため、障害とし
てレポートされます。

•ケーブルの特性から、正確な結果を入手するにはTDRテストを複数回行う必要があります。

•結果が不正確となる可能性があるため、（近端または遠端のケーブルを取り外すなど）ポー
トステータスを変更しないでください。

• TDRは、テストケーブルをリモートポートから外している場合に正しく動作します。それ
以外の場合は、正確な結果が得られない可能性があります。

• TDRは 4本の導線を対象とします。ケーブルの状態によっては、1組の導線ペアのステータ
スが OPENまたは SHORTと表示され、他のすべてのペアのステータスが faultyと表示され
る場合があります。この動作は、1組の導線ペアが OPENまたは SHORTであればケーブル
不良と宣言する必要があるため、許容範囲です。

• TDRの目的は、不良ケーブルを特定することではなく、ケーブルがどのように不適切な機能
をしているかを確認することです。

• TDRでケーブル不良が検出された場合でも、オフラインケーブル診断ツールを使用して、
より詳しく問題を診断する必要があります。

• TDRの結果は、TDR実装の分解能が違うため異なる Catalyst 9400モジュールで実行すると
異なる場合があります。このような場合は、オフラインケーブル診断ツールを参照してくだ

さい。

Telnet の使用
スイッチのコマンドラインインターフェイス（CLI）には、Telnetを使用してアクセスできます。
また、Telnetではネットワーク内の他のデバイスにアクセスすることができます。最大 8つの
Telnetセッションを同時に実行できます。

スイッチとの Telnetセッションを設定する前に、まずスイッチの IPアドレス（場合によりデフォ
ルトゲートウェイも）を設定する必要があります。IPアドレスとデフォルトゲートウェイの設定
については、スイッチの初回設定に関する項を参照してください。
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ホスト名を使用してホストとのTelnet接続を確立するには、ドメインネームシステム（DNS）
を設定してイネーブルにします。

（注）

スイッチからネットワーク上の別のデバイスへの Telnet接続を確立するには、次のコマンドを入
力します。

Switch# telnet host [port]

次に、スイッチからリモートホスト labsparcへの Telnet接続を確立する例を示します。
Switch# telnet labsparc
Trying 172.16.10.3...
Connected to labsparc.
Escape character is '^]'.
UNIX(r) System V Release 4.0 (labsparc)
login:

ログアウトタイマーの変更
ログアウトタイマーは、ユーザが指定された時間よりも長くアイドル状態にあるとき、自動的に

スイッチから切断します。ログアウトタイマーを設定するには、次のコマンドを入力します。

Switch(config-line)# exec-timeout minutes seconds

このコマンドでログアウトタイマーの値を変更します（タイムアウト値に 0を指定すると、アイ
ドル状態のセッションが自動的に切断されるのを防ぎます）。

デフォルト値に戻すには、noキーワードを使用します。

ログアウトを 10分 10秒に設定するには、次のコマンドを入力します。
Switch(config)# line console 0
Switch(config-line)# exec-timeout 10 10

コンソールセッションにログアウトタイマーを設定しない場合は、次のコマンドを入力します。

Switch(config)# line console 0
Switch(config-line)# exec-timeout 0 0

ユーザセッションのモニタリング
show usersコマンドを使用すると、スイッチ上で現在アクティブなユーザセッションを表示でき
ます。このコマンドは、スイッチでアクティブなすべてのコンソールポートと Telnetセッション
のリストを出力します。

スイッチのアクティブなユーザセッションを表示するには、次のコマンドを入力します。

Switch# show users [all]

スイッチのアクティブなユーザセッションを切断するには、次のコマンドを入力します。

Switch# disconnect { console | ip_address }

次に、コンソールと Telnetセッションでローカル認証がイネーブルの場合の、show usersコマン
ドの出力例を示します（アスタリスク [*]が現在のセッションを示します）。
Switch# show users
Line User Host(s) Idle Location
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* 0 con 0 idle 00:00:00
Interface User Mode Idle Peer Address
Switch# show users all
Line User Host(s) Idle Location

* 0 con 0 idle 00:00:00
1 vty 0 00:00:00
2 vty 1 00:00:00
3 vty 2 00:00:00
4 vty 3 00:00:00
5 vty 4 00:00:00
Interface User Mode Idle Peer Address

Switch#

次に、アクティブなコンソールポートのセッションとアクティブな Telnetセッションを切断する
例を示します。

Switch> disconnect console
Console session disconnected.
Console> (enable) disconnect tim-nt.bigcorp.com
Telnet session from tim-nt.bigcorp.com disconnected. (1)
Switch# show users
Session User Location
-------- ---------------- -------------------------
telnet jake jake-mac.bigcorp.com
* telnet suzy suzy-pc.bigcorp.com
Switch#

ping の使用
ここでは、IP pingを使用する手順について説明します。

ping の機能
pingコマンドでは、リモートホストとの接続を確認することができます。異なる IPサブネット
ワークのホストにpingを実行する場合、ネットワークへのスタティックルートを定義するか、サ
ブネット間をルーティングするルータを設定する必要があります。

pingコマンドは、ユーザモードおよび特権 EXECモードから設定できます。pingは次のいずれか
の応答を返します。

•正常な応答：正常な応答（hostnameが存在する）は、ネットワークトラフィックにもよりま
すが、1～ 10秒以内で発生します。

•宛先の応答なし：ホストが応答しない場合、No Answerメッセージが返されます。

•ホスト不明：ホストが存在していない場合、Unknown Hostメッセージが返されます。

•宛先到達不能：デフォルトゲートウェイが指定されたネットワークに到達できない場合、
Destination Unreachableメッセージが返されます。

•ネットワークまたはホスト到達不能：ホストまたはネットワークにルートテーブルが存在
しない場合、Networkまたは Host Unreachableメッセージが返されます。

実行中の pingを停止するには、Ctrl+Cを押します。
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ping の実行
スイッチからネットワーク上の別のデバイスに pingを実行するには、ユーザモードおよび特権
EXECモードで次のコマンドを入力します。
Switch# ping host

リモートホストとの接続を確認します。

次に、ユーザモードからリモートホストに pingを実行する例を示します。
Switch# ping labsparc
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 1.1.1.1, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms
Switch#
Switch# ping 72.16.10.3
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 72.16.10.3, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms
Switch#

次に、特権EXECモードで pingコマンドを使用してパケット数、パケットサイズ、タイムアウト
時間を指定する例を示します。

Switch# ping
Protocol [ip]: ip
Target IP address: 1.1.1.1
Repeat count [5]: 10
Datagram size [100]: 100
Timeout in seconds [2]: 10
Extended commands [n]: n
Sweep range of sizes [n]: n
Type escape sequence to abort.
Sending 10, 100-byte ICMP Echos to 1.1.1.1, timeout is 10 seconds:
!!!!!!!!!!
Success rate is 100 percent (10/10), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms
Switch#

IP traceroute の使用

IP traceroute の機能
IP tracerouteでは、パケットがネットワークで通過するパスをホップバイホップベースで特定する
ことができます。このコマンドを実行すると、トラフィックが宛先に到達するまでに通過するルー

タなどのすべてのネットワーク層（レイヤ 3）デバイスが表示されます。

レイヤ 2スイッチは、traceコマンドの送信元または宛先として参加できますが、traceコマンド出
力ではホップとして表示されません。

traceコマンドは IPヘッダーの Time To Live（TTL）フィールドを使用して、ルータとサーバで特
定のリターンメッセージが生成されるようにします。tracerouteの実行は、ユーザデータグラム
プロトコル（UDP）データグラムを、TTLフィールドが 1に設定されている宛先ホストへ送信す
ることから始まります。ルータが 1または 0の TTL値を検出すると、ルータはデータグラムをド
ロップしてインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）Time-Exceededメッセージを送信
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側に返します。tracerouteは、ICMP Time-Exceededメッセージの送信元アドレスフィールドを調
べて、最初のホップのアドレスを判断します。

ネクストホップを識別するために、tracerouteは TTL値が 2の UDPパケットを送信します。1番
めのルータは、TTLフィールドの値から1を差し引いて次のルータにデータグラムを送信します。
2番めのルータは TTLの値 1を確認し、データグラムをドロップして、送信元に Time-Exceeded
メッセージを返します。このプロセスは、データグラムが宛先ホストに到達できるだけの値まで

TTLが増加するか、最大 TTLに到達するまで続けられます。

データグラムが宛先に到達したことを判断するために、tracerouteはデータグラムのUDP宛先ポー
トを宛先ホストが使用すると予測される非常に大きな値に設定します。ホストが未確認のポート

番号を指定したデータグラムを受け取ると、送信元に ICMP Port Unreachableエラーメッセージを
送信します。Port Unreachableエラーメッセージは、宛先に到達していることを tracerouteに通知
します。

IP traceroute の実行
パケットがネットワークで通過するパスを追跡するには、EXECモードまたは特権 EXECモード
で次のコマンドを入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

IP tracerouteを実行して、ネットワークでパ
ケットが通過するパスを追跡します。

traceroute [ protocol ] [ destination]ステップ 1   

次に、tracerouteコマンドを使用して、パケットがネットワークで宛先に到達するまでのルートを
表示する例を示します。

Switch# traceroute ip ABA.NYC.mil
Type escape sequence to abort.
Tracing the route to ABA.NYC.mil (26.0.0.73)
1 DEBRIS.CISCO.COM (192.180.1.6) 1000 msec 8 msec 4 msec
2 BARRNET-GW.CISCO.COM (192.180.16.2) 8 msec 8 msec 8 msec
3 EXTERNAL-A-GATEWAY.STANFORD.EDU (192.42.110.225) 8 msec 4 msec 4 msec
4 BB2.SU.BARRNET.NET (192.200.254.6) 8 msec 8 msec 8 msec
5 SU.ARC.BARRNET.NET (192.200.3.8) 12 msec 12 msec 8 msec
6 MOFFETT-FLD-MB.in.MIL (192.52.195.1) 216 msec 120 msec 132 msec
7 ABA.NYC.mil (26.0.0.73) 412 msec 628 msec 664 msec
Switch#

レイヤ 2 traceroute の使用
レイヤ 2 traceroute機能により、パケットが通過する、送信元デバイスから宛先デバイスへの物理
パスを識別できます。レイヤ 2 tracerouteは、ユニキャストの送信元および宛先MACアドレスだ
けをサポートします。パス内のスイッチが保持するMACアドレステーブルを使用してパスを判
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別します。スイッチがレイヤ 2 tracerouteをサポートしないデバイスをパスで検出すると、スイッ
チはレイヤ 2トレースキューを送信し続けてタイムアウトにしてしまいます。

スイッチが送信元デバイスのホストから宛先デバイスのホストへのパスを追跡する場合、スイッ

チは送信元デバイスから宛先デバイスへのパスのみを識別します。パケットが通過する、送信元

ホストから送信元デバイスまで、または宛先デバイスから宛先ホストまでのパスは識別できませ

ん。

レイヤ 2 traceroute の使用上の注意事項
レイヤ 2 tracerouteの使用上の注意事項を次に示します。

• Cisco Discovery Protocolは、ネットワーク上のすべてのデバイスでイネーブルになっている
必要があります。レイヤ2 tracerouteが適切に動作するために、CDPをディセーブルにしない
でください。

物理パス内のデバイスがCDPに対して透過的な場合、スイッチはこれらのデバイスを通過す
るパスを識別できません。

•物理パス内のすべてのスイッチは IP接続が可能でなければなりません。スイッチが別のス
イッチから到達可能である場合、特権EXECモードでpingコマンドを使用して接続をテスト
できます。

•パス内で識別可能な最大ホップ数は 10です。

•送信元デバイスから宛先デバイスへの物理パスにないスイッチでは、特権 EXECモードで
traceroute macコマンドまたは traceroute mac ipコマンドを入力できます。パス内のすべての
スイッチは、このスイッチから到達可能でなければなりません。

•指定した送信元および宛先MACアドレスが同一 VLANに属する場合にのみ、traceroute mac
コマンド出力はレイヤ 2パスを表示します。指定した送信元および宛先MACアドレスが、
それぞれ異なる VLANに属している場合は、レイヤ 2パスは識別されず、エラーメッセー
ジが表示されます。

•マルチキャストの送信元または宛先MACアドレスを指定すると、パスは識別されず、エラー
メッセージが表示されます。

•送信元または宛先MACアドレスが複数の VLANに属する場合は、送信元および宛先MAC
アドレスの両方が属しているVLANを指定する必要があります。VLANを指定しないと、パ
スは識別されず、エラーメッセージが表示されます。

•指定した送信元および宛先MACアドレスが同一サブネットに属する場合、traceroute mac ip
コマンド出力はレイヤ2パスを表示します。IPアドレスを指定する場合、スイッチはAddress
Resolution Protocol（ARP;アドレス解決プロトコル）を使用して IPアドレスと対応するMAC
アドレスおよび VLAN IDを対応付けます。

◦指定の IPアドレスの ARPのエントリが存在している場合、スイッチは関連付けられた
MACアドレスを使用し、物理パスを識別します。
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◦ ARPのエントリが存在しない場合、スイッチは ARPクエリーを送信し、IPアドレスを
解決しようと試みます。IPアドレスが解決されない場合は、パスは識別されず、エラー
メッセージが表示されます。

•複数のデバイスがハブを介して1つのポートに接続されている場合（たとえば複数のCDPネ
イバーがポートで検出された場合）、レイヤ 2 traceroute機能はサポートされません。複数の
CDPネイバーが 1つのポートで検出された場合、レイヤ 2パスは特定されず、エラーメッ
セージが表示されます。

•この機能は、トークンリング VLANではサポートされません。

レイヤ 2 traceroute の実行
送信元デバイスから宛先デバイスへ送られるパケットが通過する物理パスを表示するには、次の

いずれかのコマンドを入力します。

Switch# traceroute mac source-mac-address destination-mac-address

または

Switch# traceroute mac ip source-ip destination-ip

次に、traceroute macおよび traceroute mac ipコマンドを使用して、パケットが宛先に到達するまで
に通過したネットワーク上の物理パスを表示する例を示します。

Switch# traceroute mac cc16.7eaa.7203 188b.45eb.cc64
Source cc16.7eaa.7203 found on Switch
1 Switch (1.1.1.1) : Vl1 => Gi1/0/1
Destination 188b.45eb.cc64 found on Switch
Layer 2 trace completed.
Switch#
Switch# traceroute mac ip 1.1.1.1 1.1.1.2 detail
Translating IP to mac .....
1.1.1.1 => cc16.7eaa.7203
1.1.1.2 => 188b.45eb.cc64

Source cc16.7eaa.7203 found on Switch[C9410R] (1.1.1.1)
1 Switch / C9410R / 1.1.1.1 :Gi1/0/1 [auto, auto]
Destination 188b.45eb.cc64 found on Switch[C9410R] (1.1.1.1)
Layer 2 trace completed.
Switch#

ICMP の設定
ICMPは、IP接続を制御および管理するための多くのサービスを提供します。インターネットヘッ
ダーに問題が検出された場合に、ICMPメッセージがルータまたはアクセスサーバによってホス
トまたはその他のルータに送信されます。ICMPの詳細については、RFC 792を参照してくださ
い。
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ICMP Protocol Unreachable メッセージのイネーブル化
Cisco IOSソフトウェアが不明なプロトコルを使用する非ブロードキャストパケットを受け取る
と、送信元に ICMP Protocol Unreachableメッセージを返します。

同様に、宛先アドレスまでのルートを認識していないため最終的な宛先に届かないパケットをソ

フトウェアが受け取ると、送信元に ICMP Host Unreachableメッセージを返します。この機能は、
デフォルトでイネーブルにされています。

ICMP Protocol Unreachableと Host Unreachableメッセージの生成をイネーブルにするには、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマンドを入力します。

Switch (config-if)# [no] ip unreachables

ICMP宛先到達不能メッセージをディセーブルにするには、noキーワードを使用します。

no ip unreachablesコマンドを入力すると、パスMTU検出機能が停止します。ネットワークの
中のルータは、パケットを強制的に分割します。

（注）

インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）宛先到達不能メッセージが生成されるレート
を制限するには、次のコマンドを入力します。

Switch (config)# [no] ip icmp rate-limit unreachable [df] milliseconds

レート制限を削除し、CPU利用を低減させるには、noキーワードを使用します。

ICMP Mask Reply メッセージのイネーブル化
ネットワークデバイスがインターネットワークの特定のサブネットワークに関して、サブネット

マスクを認識していなければならない場合があります。この情報を取得するために、デバイスは

ICMPMaskRequestメッセージを送信します。これらのメッセージには、要求された情報を保有す
るデバイスの ICMPMask Replyメッセージが応答します。Cisco IOSソフトウェアは、ICMPMask
Reply機能がイネーブルの場合に、ICMP Mask Requestメッセージに応答できます。

Cisco IOSソフトウェアが ICMPマスク応答メッセージを送信して、ICMPマスク要求に応答する
ように指定するには、次のコマンドを入力します。

Switch (config-if)# [no] ip mask-reply

この機能をディセーブルにするには、noキーワードを使用します。

ポートステータスと接続の確認の機能履歴と情報

変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 5 章

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケー
ションサービスの設定

• LLDPに関する制約事項, 59 ページ

• LLDP、LLDP-MED、および有線ロケーションサービスに関する情報, 60 ページ

• LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定方法, 65 ページ

• LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定例, 76 ページ

• LLDP、LLDP-MED、ワイヤードロケーションサービスのモニタリングとメンテナンス, 76
ページ

• LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの追加情報, 78 ページ

• LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの機能履歴と情報, 78 ペー
ジ

LLDP に関する制約事項
•インターフェイスがトンネルポートに設定されていると、LLDPは自動的にディセーブルに
なります。

•最初にインターフェイス上にネットワークポリシープロファイルを設定した場合、インター
フェイス上に switchport voice vlanコマンドを適用できません。switchport voice vlan vlan-id
がすでに設定されているインターフェイスには、ネットワークポリシープロファイルを適

用できます。このように、そのインターフェイスには、音声または音声シグナリングVLAN
ネットワークポリシープロファイルが適用されます。

•ネットワークポリシープロファイルを持つインターフェイス上では、スタティックセキュ
アMACアドレスを設定できません。

• Cisco Discovery Protocolと LLDPが両方とも同じスイッチ内で使用されている場合、Cisco
Discovery Protocolが電源ネゴシエーションに使用されているインターフェイスで LLDPを無
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効にする必要があります。LLDPは、コマンド no lldp tlv-select power-managementまたは no
lldp transmit / no lldp receiveを使用してインターフェイスレベルで無効にできます。

LLDP、LLDP-MED、および有線ロケーションサービスに
関する情報

LLDP
Cisco Discovery Protocol（CDP）は、すべてのシスコ製デバイス（ルータ、ブリッジ、アクセス
サーバ、スイッチ、およびコントローラ）のレイヤ 2（データリンク層）上で動作するデバイス
検出プロトコルです。ネットワーク管理アプリケーションはCDPを使用することにより、ネット
ワーク接続されている他のシスコデバイスを自動的に検出し、識別できます。

デバイスでは他社製のデバイスをサポートし他のデバイス間の相互運用性を確保するために、IEEE
802.1ABリンク層検出プロトコル（LLDP）をサポートしています。LLDPは、ネットワークデバ
イスがネットワーク上の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズするために使用するネイバー

探索プロトコルです。このプロトコルはデータリンク層で動作するため、異なるネットワーク層

プロトコルが稼働する 2つのシステムで互いの情報を学習できます。

LLDP でサポートされる TLV
LLDPは一連の属性をサポートし、これらを使用してネイバーデバイスを検出します。属性には、
Type、Length、および Valueの説明が含まれていて、これらを TLVと呼びます。LLDPをサポー
トするデバイスは、ネイバーとの情報の送受信にTLVを使用できます。このプロトコルは、設定
情報、デバイス機能、およびデバイス IDなどの詳細情報をアドバタイズできます。

スイッチは、次の基本管理 TLVをサポートします。これらは必須の LLDP TLVです。

•ポート記述 TLV

•システム名 TLV

•システム記述 TLV

•システム機能 TLV

•管理アドレス TLV

次の IEEE固有の LLDP TLVもアドバタイズに使用されて LLDP-MEDをサポートします。

•ポート VLAN ID TLV（IEEE 802.1に固有の TLV）

• MAC/PHYコンフィギュレーション/ステータス TLV（IEEE 802.3に固有の TLV）
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LLDP-MED
LLDP for Media Endpoint Devices（LLDP-MED）は LLDPの拡張版で、IP電話などのエンドポイン
トデバイスとネットワークデバイスの間で動作します。特に VoIPアプリケーションをサポート
し、検出機能、ネットワークポリシー、Power over Ethernet（PoE）、インベントリ管理、および
ロケーション情報に関するTLVを提供します。デフォルトで、すべてのLLDP-MEDTLVがイネー
ブルです。

LLDP-MED でサポートされる TLV
LLDP-MEDでは、次の TLVがサポートされます。

• LLDP-MED機能 TLV

LLDP-MEDエンドポイントは、接続装置がサポートする機能と現在イネーブルになっている
機能を識別できます。

•ネットワークポリシー TLV

ネットワーク接続デバイスとエンドポイントはともに、VLAN設定、および関連するレイヤ
2とレイヤ 3属性をポート上の特定アプリケーションにアドバタイズできます。たとえば、
スイッチは使用する VLAN番号を IP電話に通知できます。IP電話は任意のデバイスに接続
し、VLAN番号を取得してから、コール制御の通信を開始できます。

ネットワークポリシープロファイル TLVを定義することによって、VLAN、サービスクラ
ス（CoS）、Diffservコードポイント（DSCP）、およびタギングモードの値を指定して、音
声と音声信号のプロファイルを作成できます。その後、これらのプロファイル属性は、ス

イッチで中央集約的に保守され、IP電話に伝播されます。

•電源管理 TLV

LLDP-MEDエンドポイントとネットワーク接続デバイスの間で拡張電源管理を可能にしま
す。デバイスおよび IP電話は、デバイスの受電方法、電源プライオリティ、デバイスの消費
電力などの電源情報を通知することができます。

LLDP-MEDは拡張電源 TLVもサポートして、きめ細かな電力要件、エンドポイント電源プ
ライオリティ、およびエンドポイントとネットワークの接続デバイスの電源ステータスをア

ドバタイズします。LLDPがイネーブルでポートに電力が供給されているときは、電力 TLV
によってエンドポイントデバイスの実際の電力要件が決定するので、それに応じてシステム

の電力バジェットを調整することができます。デバイスは要求を処理し、現在の電力バジェッ

トに基づいて電力を許可または拒否します。要求が許可されると、スイッチは電力バジェッ

トを更新します。要求が拒否された場合、デバイスは、ポートの電力をオフに切り替え、

Syslogメッセージを生成して電力バジェットを更新します。LLDP-MEDがディセーブルの場
合や、エンドポイントが LLDP-MED電力 TLVをサポートしていない場合は、初期割り当て
値が接続終了まで使用されます。

電源設定を変更するには、power inline {auto [maxmax-wattage] | never | static [maxmax-wattage]
|consumption <4000-60000> milliwatts}インターフェイスコンフィギュレーションコマンド
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を入力します。PoEインターフェイスはデフォルトでautoモードに設定されています。値を
指定しない場合は、最大値（60 W）が許可されます。

•インベントリ管理 TLV

エンドポイントは、デバイスにエンドポイントの詳細なインベントリ情報を送信することが

可能です。インベントリ情報には、ハードウェアリビジョン、ファームウェアバージョン、

ソフトウェアバージョン、シリアル番号、メーカー名、モデル名、Asset ID TLVなどがあり
ます。

•ロケーション TLV

デバイスからのロケーション情報をエンドポイントデバイスに提供します。ロケーション

TLVはこの情報を送信することができます。

◦都市ロケーション情報

都市アドレス情報および郵便番号情報を提供します。都市ロケーション情報の例には、

地名、番地、郵便番号などがあります。

◦ ELINロケーション情報

発信側のロケーション情報を提供します。ロケーションは、緊急ロケーション識別番号

（ELIN）によって決定されます。これは、緊急通報を Public Safety Answering Point
（PSAP）にルーティングする電話番号で、PSAPはこれを使用して緊急通報者にコール
バックすることができます。

◦地理的なロケーション情報

スイッチの緯度、経度、および高度などのスイッチ位置の地理的な詳細を指定します。

◦カスタムロケーション

スイッチの位置のカスタマイズされた名前と値を入力します。

ワイヤードロケーションサービス

デバイスは、接続されているデバイスのロケーション情報およびアタッチメント追跡情報をCisco
MobilityServicesEngine（MSE）に送信するのにロケーションサービス機能を使用します。トラッ
キングされたデバイスは、ワイヤレスエンドポイント、ワイヤードエンドポイント、またはワイ

ヤードデバイスまたはコントローラになります。デバイスは、MSEにネットワークモビリティ
サービスプロトコル（NMSP）のロケーション通知および接続通知を介して、デバイスのリンク
アップイベントおよびリンクダウンイベントを通知します。

MSEがデバイスに対して NMSP接続を開始すると、サーバポートが開きます。MSEがデバイス
に接続する場合は、バージョンの互換性を確保する 1組のメッセージ交換およびサービス交換情
報があり、その後にロケーション情報の同期が続きます。接続後、デバイスは定期的にロケーショ

ン通知および接続通知をMSEに送信します。インターバル中に検出されたリンクアップイベン
トまたはリンクダウンイベントは、集約されてインターバルの最後に送信されます。

デバイスがリンクアップイベントまたはリンクダウンイベントでデバイスの有無を確認した場

合は、スイッチは、MACアドレス、IPアドレス、およびユーザ名のようなクライアント固有情報
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を取得します。クライアントが LLDP-MEDまたは CDPに対応している場合は、デバイスは
LLDP-MEDロケーション TLVまたは CDPでシリアル番号および UDIを取得します。

デバイス機能に応じて、デバイスは次のクライアント情報をリンクアップ時に取得します。

•ポート接続で指定されたスロットおよびポート。

•クライアントMACアドレスで指定されたMACアドレス。

•ポート接続で指定された IPアドレス。

• 802.1Xユーザ名（該当する場合）。

•デバイスカテゴリは、wired stationとして指定されます。

•ステートは newとして指定されます。

•シリアル番号、UDI。

•モデル番号

•デバイスによる関連付け検出後の時間（秒）

デバイス機能に応じて、デバイスは次のクライアント情報をリンクダウン時に取得します。

•切断されたスロットおよびポート。

• MACアドレス

• IPアドレス

• 802.1Xユーザ名（該当する場合）。

•デバイスカテゴリは、wired stationとして指定されます。

•ステートは deleteとして指定されます

•シリアル番号、UDI。

•デバイスによる関連付け解除検出後の時間（秒）

デバイスがシャットダウンする場合は、スイッチは、MSEとの NMSP接続を終了する前に、ス
テートの deleteおよび IPアドレスとともに接続情報通知を送信します。MSEは、この通知を、デ
バイスに関連付けられているすべてのワイヤードクライアントに対する関連付け解除として解釈

します。

デバイス上のロケーションアドレスを変更すると、デバイスは、影響を受けるポートを識別する

NMSPロケーション通知メッセージ、および変更されたアドレス情報を送信します。
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デフォルトの LLDP 設定

表 6：デフォルトの LLDP 設定

デフォルト設定機能

ディセーブルLLDPグローバルステート

120秒LLDPホールドタイム（廃棄までの
時間）

30秒LLDPタイマー（パケット更新頻
度）

2秒LLDP再初期化遅延

ディセーブル（すべての TLVとの送受信）LLDP tlv-select

ディセーブルLLDPインターフェイスステート

ディセーブルLLDP受信

ディセーブルLLDP転送

ディセーブル（すべての LLDP-MED TLVへの送信）。
LLDPがグローバルにイネーブルにされると、
LLDP-MED-TLVもイネーブルになります。

LLDP med-tlv-select
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LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサー
ビスの設定方法

LLDP のイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスでLLDPをグローバルにイネーブル
にします。

lldp run

例：

Device (config)# lldp run

ステップ 3   

LLDPをイネーブルにするインターフェイス
を指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 4   

LLDPパケットを送信するようにインター
フェイスをイネーブルにします。

lldp transmit

例：

Device(config-if)# lldp

ステップ 5   

transmit

LLDPパケットを受信するようにインター
フェイスをイネーブルにします。

lldp receive

例：

Device(config-if)# lldp receive

ステップ 6   

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

65

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定
LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定方法



目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 7   

設定を確認します。show lldp

例：

Device# show lldp

ステップ 8   

（任意）コンフィギュレーションファイル

に設定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 9   

startup-config

LLDP 特性の設定
LLDP更新の頻度、情報を廃棄するまでの保持期間、および初期化遅延時間を設定できます。送
受信する LLDPおよび LLDP-MED TLVも選択できます。

ステップ 3～ 6は任意であり、どの順番で実行してもかまいません。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）デバイスから送信された情報を受信側

デバイスが廃棄するまで保持する必要がある期

間を指定します。

lldp holdtime seconds

例：

Device(config)# lldp holdtime

ステップ 3   

指定できる範囲は 0～ 65535秒です。デフォル
トは 120秒です。120

（任意）任意のインターフェイス上でLLDPの
初期化の遅延時間（秒）を指定します。

lldp reinit delay

例：

Device(config)# lldp reinit 2

ステップ 4   

指定できる範囲は 2～ 5秒です。デフォルトは
2秒です。

（任意）インターフェイス上でLLDPの更新の
遅延時間（秒）を指定します。

lldp timer rate

例：

Device(config)# lldp timer 30

ステップ 5   

指定できる範囲は 5～ 65534秒です。デフォル
トは 30秒です。

（任意）送受信するLLDPTLVを指定します。lldp tlv-select

例：

Device(config)# tlv-select

ステップ 6   

LLDPをイネーブルにするインターフェイスを
指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 7   

（任意）送受信する LLDP-MED TLVを指定し
ます。

lldp med-tlv-select

例：

Device (config-if)# lldp

ステップ 8   

med-tlv-select inventory
management

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device (config-if)# end

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

設定を確認します。show lldp

例：

Device# show lldp

ステップ 10   

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 11   

startup-config

LLDP-MED TLV の設定
デフォルトでは、デバイスはエンドデバイスからLLDP-MEDパケットを受信するまで、LLDPパ
ケットだけを送信します。スイッチは、MED TLVを持つ LLDPも送信します。LLDP-MEDエン
トリが期限切れになった場合は、スイッチは再び LLDPパケットだけを送信します。

lldpインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、インターフェイスが次の表
にリストされている TLVを送信しないように設定できます。

表 7：LLDP-MED TLV

説明LLDP-MED TLV

LLDP-MEDインベントリ管理 TLVinventory-management

LLDP-MEDロケーション TLVlocation

LLDP-MEDネットワークポリシー TLVnetwork-policy

LLDP-MED電源管理 TLVpower-management

インターフェイスで TLVをイネーブルにするには、次の手順に従います。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。
パスワードを入力します（要求された場

合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

LLDPをイネーブルにするインターフェイ
スを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3   

イネーブルにする TLVを指定します。lldp med-tlv-select

例：

Device(config-if)# lldp

ステップ 4   

med-tlv-select
inventory management

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイル

に設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config
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Network-Policy TLV の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ネットワークポリシープロファイル番号を指定

し、ネットワークポリシーコンフィギュレーショ

network-policy profile profile
number

例：

Device(config)# network-policy

ステップ 3   

ンモードを開始します。指定できる範囲は 1～
4294967295です。

profile 1

ポリシー属性の設定：{voice | voice-signaling} vlan
[vlan-id {cos cvalue | dscp dvalue}]

ステップ 4   

• voice：音声アプリケーションタイプを指定
します。

| [[dot1p {cos cvalue | dscp
dvalue}] | none | untagged]

例：

Device(config-network-policy)#

• voice-signaling：音声シグナリングアプリケー
ションタイプを指定します。

• vlan：音声トラフィックのネイティブ VLAN
を指定します。

voice vlan 100 cos 4

• vlan-id：（任意）音声トラフィックの VLAN
を指定します。指定できる範囲は 1～ 4094
です。

• cos cvalue：（任意）設定された VLANに対
するレイヤ 2プライオリティサービスクラ
ス（CoS）を指定します。指定できる範囲は
0～ 7です。デフォルト値は 5です。

• dscp dvalue：（任意）設定されたVLANに対
する DiffServコードポイント（DSCP）値を
指定します。指定できる範囲は0～63です。
デフォルト値は 46です。
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目的コマンドまたはアクション

• dot1p：（任意）IEEE 802.1pプライオリティ
タギングおよびVLAN0（ネイティブVLAN）
を使用するように電話を設定します。

• none：（任意）音声VLANに関して IP Phone
に指示しません。IP Phoneのキーパッドから
入力された設定を使用します。

• untagged：（任意）IP Phoneを、タグなしの
音声トラフィックを送信するよう設定しま

す。これが IP Phoneのデフォルト設定になり
ます。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   

ネットワークポリシープロファイルを設定するイ

ンターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 6   

ネットワークポリシープロファイル番号を指定し

ます。

network-policy profile number

例：

Device(config-if)#

ステップ 7   

network-policy 1

ネットワークポリシー TLVを指定します。lldpmed-tlv-select network-policy

例：

Device(config-if)# lldp

ステップ 8   

med-tlv-select network-policy

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 9   

設定を確認します。show network-policy profile

例：

Device# show network-policy

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

profile

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 11   

startup-config

ロケーション TLV およびワイヤードロケーションサービスの設定
エンドポイントのロケーション情報を設定し、その設定をインターフェイスに適用するには、特

権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 1   

エンドポイントにロケーション情報を指定しま

す。

location {admin-tag string |
civic-location identifier {id | host} |
elin-location stringidentifier id |

ステッ

プ 2   

• admin-tag：管理タグまたはサイト情報を
指定します。

custom-location identifier {id | host} |
geo-location identifier {id | host}}

例：

Device(config)# location
civic-location identifier 1
Device(config-civic)# number 3550
Device(config-civic)#
primary-road-name "Cisco Way"
Device(config-civic)# city "San
Jose"
Device(config-civic)# state CA
Device(config-civic)# building 19
Device(config-civic)# room C6
Device(config-civic)# county "Santa
Clara"
Device(config-civic)# country US

• civic-location：都市ロケーション情報を指
定します。

• elin-location：緊急ロケーション情報
（ELIN）を指定します。

• custom-location：カスタムロケーション情
報を指定します。

• geo-location：地理空間的なロケーション情
報を指定します。

• identifier id：都市、ELIN、カスタム、また
は地理ロケーションの IDを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• host：ホストの都市、カスタム、または地
理ロケーションを指定します。

• string：サイト情報またはロケーション情
報を英数字形式で指定します。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-civic)# exit

ステッ

プ 3   

ロケーション情報を設定するインターフェイス

を指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステッ

プ 4   

インターフェイスのロケーション情報を入力し

ます。

location
{additional-location-informationword
| civic-location-id {id | host} |

ステッ

プ 5   

• additional-location-information：ロケーショ
ンまたは場所に関する追加情報を指定しま

す。

elin-location-id id | custom-location-id
{id | host} | geo-location-id {id | host}
}

例：

Device(config-if)# location

• civic-location-id：インターフェイスにグ
ローバル都市ロケーション情報を指定しま

す。elin-location-id 1

• elin-location-id：インターフェイスに緊急
ロケーション情報を指定します。

• custom-location-id：インターフェイスにカ
スタムロケーション情報を指定します。

• geo-location-id：インターフェイスの地理
空間のロケーション情報を指定します。

• host：ホストのロケーションの IDを指定
します。

• word：追加のロケーション情報を指定する
語またはフレーズを指定します。

• id：都市、ELIN、カスタム、または地理ロ
ケーションの IDを指定します。指定でき
る ID範囲は 1～ 4095です。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステッ

プ 6   

設定を確認します。次のいずれかを使用します。ステッ

プ 7   • show location admin-tag string

• show location civic-location
identifier id

• show location elin-location
identifier id

例：

Device# show location admin-tag

または

Device# show location
civic-location
identifier

または

Device# show location elin-location

identifier

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステッ

プ 8   

startup-config

デバイス上でのワイヤードロケーションサービスのイネーブル化

はじめる前に

ワイヤードロケーションが機能するためには、まず、ip device trackingグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを入力する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

NMSP通知間隔を指定します。nmsp notification interval
{attachment | location}
interval-seconds

ステップ 3   

attachment：接続通知間隔を指定します。

例：

Device(config)# nmsp

location：ロケーション通知間隔を指定しま
す。

interval-seconds：デバイスからMSEにロケー
ション更新または接続更新が送信されるまで

notification interval location
10

の期間（秒）。指定できる範囲は 1～ 30で
す。デフォルト値は 30です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

設定を確認します。show network-policy profile

例：

Device# show network-policy

ステップ 5   

profile

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

75

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサービスの設定
デバイス上でのワイヤードロケーションサービスのイネーブル化



LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサー
ビスの設定例

Network-Policy TLV の設定：例
次に、CoSを持つ音声アプリケーションの VLAN 100を設定して、インターフェイス上のネット
ワークポリシープロファイルおよびネットワークポリシー TLVをイネーブルにする例を示しま
す。

# configure terminal
(config)# network-policy 1
(config-network-policy)# voice vlan 100 cos 4
(config-network-policy)# exit
(config)# interface gigabitethernet1/0/1
(config-if)# network-policy profile 1
(config-if)# lldp med-tlv-select network-policy

次の例では、プライオリティタギングを持つネイティブ VLAN用の音声アプリケーションタイ
プを設定する方法を示します。

config-network-policy)# voice vlan dot1p cos 4
config-network-policy)# voice vlan dot1p dscp 34

LLDP、LLDP-MED、ワイヤードロケーションサービスの
モニタリングとメンテナンス

以下は、LLDP、LLDP-MED、ワイヤードロケーションサービスのモニタリングとメンテナンス
のコマンドです。

説明コマンド

トラフィックカウンタを0にリセットします。clear lldp counters

LLDPネイバー情報テーブルを削除します。clear lldp table

NMSP統計カウンタをクリアします。clear nmsp statistics

送信頻度、送信するパケットのホールドタイ

ム、LLDP初期化の遅延時間のような、インター
フェイス上のグローバル情報を表示します。

show lldp
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説明コマンド

特定のネイバーに関する情報を表示します。

アスタリスク（*）を入力すると、すべてのネ
イバーの表示、またはネイバーの名前の入力が

可能です。

show lldp entry entry-name

LLDPがイネーブルに設定されているインター
フェイスに関する情報を表示します。

表示対象を特定のインターフェイスに限定でき

ます。

show lldp interface [interface-id]

デバイスタイプ、インターフェイスのタイプや

番号、ホールドタイム設定、機能、ポート ID
など、ネイバーに関する情報を表示します。

特定のインターフェイスに関するネイバー情報

だけを表示したり、詳細表示にするため表示内

容を拡張したりできます。

show lldp neighbors [interface-id] [detail]

送受信パケットの数、廃棄したパケットの数、

認識できないTLVの数など、LLDPカウンタを
表示します。

show lldp traffic

指定した管理タグまたはサイトのロケーション

情報を表示します。

show location admin-tag string

特定のグローバル都市ロケーションのロケー

ション情報を表示します。

show location civic-location identifier id

緊急ロケーションのロケーション情報を表示し

ます。

show location elin-location identifier id

設定されたネットワークポリシープロファイル

を表示します。

show network-policy profile

NMSP情報を表示します。show nmsp
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LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサー
ビスの追加情報

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

LLDP、LLDP-MED、およびワイヤードロケーションサー
ビスの機能履歴と情報

変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 6 章

システム MTU の設定

• システムMTUの制約事項, 81 ページ

• MTUについて, 81 ページ

• MTUの設定方法, 82 ページ

• システムMTUの設定例, 83 ページ

• システムMTUに関する追加情報, 83 ページ

• システムMTUの機能情報, 84 ページ

システム MTU の制約事項
システムMTU値を設定する場合、次の注意事項に留意してください。

•デバイスはインターフェイス単位ではMTUをサポートしていません。

MTU について
イーサネットフレームで受信し、すべてのデバイスインターフェイスで送信されるペイロードの

デフォルトの最大伝送ユニット（MTU）サイズは 1500バイトです。

システム MTU 値の適用
次の表では、MTU値の適用方法を示します。
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表 8：MTU の値

system mtu コマンド設定（Configuration）

スイッチで systemmtuコマンドを入力できます
が、システムMTU値はスイッチに対しては有
効になりません。これは、ファストイーサネッ

トポートに影響します。

指定できる範囲は 1500～ 9198バイトです。

スタンドアロンスイッチ

MTUサイズの設定については、このリリースのコマンドリファレンスの system mtuグローバル
コンフィギュレーションコマンドを参照してください。

MTU の設定方法

システム MTU の設定
スイッチドパケットのMTUサイズを変更するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

（任意）すべてのインターフェイスの

MTUサイズを変更します。
system mtu bytes

例：
Device(config)# system mtu 1900

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config)# end

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copyrunning-config startup-config

例：
Device# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

設定を確認します。show system mtu

例：
Device# show system mtu

ステップ 6   

システム MTU の設定例

例：システム MTU の設定
Device# configure terminal
Device(config)# system mtu 1600
Device(config)# exit

システム MTU に関する追加情報
MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

システム MTU の機能情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 7 章

PoE の設定

• PoEについて, 85 ページ

• PoEおよび UPoEの設定方法, 91 ページ

• 電力ステータスのモニタ, 96 ページ

• PoEに関するその他の関連資料, 97 ページ

• PoEの機能履歴と情報, 97 ページ

PoE について

PoE および PoE+ ポート
PoweroverEthernet（PoE）対応デバイスポートでは、回路に電力が供給されていないことをスイッ
チが検出した場合、接続している次のデバイスに電力が自動的に供給されます。

•シスコ先行標準の受電装置（Cisco IP Phoneなど）

• IEEE 802.3af準拠の受電装置

• IEEE 802.3at準拠の受電装置

受電デバイスが PoEスイッチポートおよび AC電源に接続されている場合、冗長電力として利用
できます。受電装置が PoEポートにだけ接続されている場合、受電装置には冗長電力は供給され
ません。

サポート対象のプロトコルおよび標準

デバイスは、PoEのサポートに次のプロトコルおよび標準規格を使用します。
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•電力消費についてCDPを使用：受電装置は、消費している電力量をデバイスに通知します。
デバイスはこの電力消費に関するメッセージに応答しません。デバイスは、PoEポートに電
力を供給するか、このポートへの電力を取り除くだけです。

•シスコインテリジェント電力管理：受電装置およびデバイスは、電力ネゴシエーションCDP
メッセージによって電力消費レベルについてネゴシエーションを行います。ネゴシエーショ

ンでは、現在の割り当てとは異なる電力レベルが必要なシスコの受電装置が動作できるよう

にします。受電装置はまず IEEクラス電力、つまり 15.4 W（先行標準のシスコ PD）でブー
トしてから電力をネゴシエートして、適切な電力レベルで動作します。受電装置の電力消費

量は、デバイスから確認を受信した場合にのみ、要求した電源モードに切り替わります。

高電力装置は、電力ネゴシエーションCDPをサポートしないデバイスで低電力モードで動作
できます。

シスコのインテリジェントな電力管理の機能には、電力消費に関してCDPとの下位互換性が
あるため、デバイスは、受信する CDPメッセージに従って応答します。CDPはサードパー
ティの受電デバイスをサポートしません。このため、デバイスは IEEE分類を使用して装置
の消費電力を判断します。

• IEEE802.3a：この規格の主な機能は、受電装置の検出、電力の管理、切断の検出です。オプ
ションとして受電装置の電力分類があります。詳細については、この規格を参照してくださ

い。

• IEEE 802.3at：PoE+標準では、受電デバイスに供給される最大電力が、1ポートあたり 15.4
Wから 30 Wに増えました。

• Cisco UPoE機能は、CDPや LLDPなどのレイヤ 2電力ネゴシエーションプロトコルを使用
して、シグナルペアおよび RJ-45イーサネットケーブルのスペアペアの両方に、最大 60 W
の電力（2 X 30 W）を供給します。4線式 Cisco独自開発スペアペア電力 TLVでの 30 W以
上の LLDPおよび CDP要求により、スペアペアに電力を供給できます。

関連トピック

Cisco Universal Power Over Ethernet, （90ページ）

受電装置の検出および初期電力割り当て

デバイスは、PoE対応ポートがシャットダウンの状態でなく、PoEはイネーブルになっていて（デ
フォルト）、接続した装置は ACアダプタから電力供給されていない場合、シスコの先行標準受
電装置または IEEE準拠の受電装置を検出します。

装置の検出後、デバイスは、次のように装置のタイプに応じて電力要件を判断します。

•初期電力割り当ては、受電デバイスが要求する最大電力量です。デバイスは、受電装置を検
出および電力供給する場合、この電力を最初に割り当てます。デバイスが受電装置からCDP
メッセージを受信し、受電装置が CDP電力ネゴシエーションメッセージを通じてデバイス
と電力レベルをネゴシエートしたときに、初期電力割り当てが調整される場合があります。
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•デバイスは検出した IEEE装置を消費電力クラス内で分類します。デバイスは、電力バジェッ
トに使用可能な電力量に基づいて、ポートに通電できるかどうかを決定します。次の IEEE
電力分類の表にこれらのレベルを示します。

表 9：IEEE 電力分類

デバイスから要求される最大電力レベルクラス

15.4 W0（クラスステータスは不明）

4 W1

7 W2

15.4 W3

デバイスは電力要求をモニタリングおよび追跡して必要な場合にだけ電力供給を許可します。デ

バイスは自身の電力バジェット（PoEのデバイスで使用可能な電力量）を追跡します。電力の供
給許可または拒否がポートで行われると、デバイスはパワーアカウンティング計算を実行し、電

力バジェットを最新に保ちます。

電力がポートに適用されたあとで、デバイスは CDPを使用して、接続されたシスコ受電装置の
CDP固有の電力消費要件を調べます。この要件は、CDPメッセージに基づいて割り当てられる電
力量です。これに従って、デバイスは電力バジェットを調整します。これは、サードパーティの

PoE装置には適用されません。デバイスは要件を処理して電力の供給を許可または拒否します。
要求が許可されると、デバイスは電力バジェットを更新します。要求が拒否された場合は、デバ

イスはポートの電力がオフに切り替わっていることを確認し、syslogメッセージを生成して LED
を更新します。受電装置はより多くの電力について、デバイスとのネゴシエーションを行うこと

もできます。

PoE+では、受電装置が最大 30 Wの電力ネゴシエーションのために、Media Dependent Interface
（MDI）の Type, Length, and Value description（TLV）、Power-via-MDI TLVで IEEE 802.3atおよび
LLDP電源を使用します。シスコの先行標準受電装置および IEEE受電装置では、CDPまたは IEEE
802.3at power-via-MDI電力ネゴシエーションメカニズムにより最大 30 Wの電力レベルを要求で
きます。

クラス 4の受電装置の初期割り当ては 15.4 Wです。装置が起動し、CDPまたは LLDPを使用
して 15.4 Wを超える要求を送信した場合は、最大 30 Wを割り当てることができます。

（注）

ソフトウェアコンフィギュレーションガイドおよびコマンドリファレンスでは、CDP固有の
電力消費要件を実際電力消費要件と呼んでいます。

（注）

不足電圧、過電圧、オシレータ障害、または短絡状態による障害をデバイスが検出した場合、ポー

トへの電源をオフにし、syslogメッセージを生成し、電力バジェットと LEDを更新します。
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電力管理モード

デバイスでは、次の PoEモードがサポートされます。

• auto：接続されている装置で電力が必要であるかどうか、デバイスが自動的に検出します。
ポートに接続されている受電装置をデバイスが検出し、デバイスに十分な電力がある場合、

スイッチは電力を供給して電力バジェットを更新し、先着順でポートの電力をオンに切り替

えて LEDを更新します。LEDの詳細については、ハードウェアインストレーションガイド
を参照してください。

すべての受電装置用としてデバイスに十分な電力がある場合は、すべての受電装置が起動し

ます。デバイスに接続された受電装置すべてに対し十分な電力が利用できる場合、すべての

装置に電力を供給します。使用可能なPoEがない場合、または他の装置が電力供給を待機し
ている間に装置の接続が切断されて再接続した場合、どの装置へ電力を供給または拒否され

るかが判断できなくなります。

許可された電力がシステムの電力バジェットを超えている場合、デバイスは電力を拒否し、

ポートへの電力がオフになっていることを確認したうえで syslogメッセージを生成し、LED
を更新します。電力供給が拒否された後、デバイスは定期的に電力バジェットを再確認し、

継続して電力要求の許可を試みます。

デバイスにより電力を供給されている装置が、さらに壁面コンセントに接続している場合、

デバイスは装置に電力を供給し続ける場合があります。このとき、装置がデバイスから受電

しているか、AC電源から受電しているかにかかわらず、デバイスは引き続き装置へ電力を
供給していることを報告し続ける場合があります。

受電装置が取り外された場合、デバイスは切断を自動的に検出し、ポートから電力を取り除

きます。非受電装置を接続しても、その装置に障害は発生しません。

ポートで許可される最大ワット数を指定できます。受電装置の IEEEクラス最大ワット数が
設定されている最大値より大きい場合、デバイスはそのポートに電力を供給しません。デバ

イスが受電装置に電力供給したが、受電装置が設定の最大値より多くの電力をCDPメッセー
ジによって後で要求した場合、デバイスはポートの電力を取り除きます。その受電デバイス

に割り当てられていた電力は、グローバル電力バジェットに送られます。ワット数を指定し

ない場合、デバイスは最大値の電力を供給します。任意の PoEポートで auto設定を使用し
てください。autoモードがデフォルト設定です。

• static：デバイスは、受電装置が接続されていなくてもポートに電力をあらかじめ割り当て、
そのポートで電力が使用できるようにします。デバイスは、設定された最大ワット数をポー

トに割り当てます。その値は、IEEEクラスまたは受電装置からの CDPメッセージによって
調節されることはありません。これは、電力があらかじめ割り当てられていることから、最

大ワット数以下の電力を使用するすべての受電デバイスが固定ポートに接続されている場合

に電力が保証されるためです。ポートはもう先着順方式ではなくなります。

ただし、受電装置の IEEEクラスが最大ワット数を超えると、デバイスは装置に電力を供給
しません。受電装置が最大ワット数を超える電力を消費していることを CDPメッセージに
よってデバイスが認識すると、デバイスは受電装置をシャットダウンします。
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ワット数を指定しない場合、デバイスは最大値をあらかじめ割り当てます。デバイスは、受

電装置を検出した場合に限り、ポートに電力を供給します。優先順位が高いインターフェイ

スには、static設定を使用してください。

• never：デバイスは受電装置の検出をディセーブルにして、電力が供給されていない装置が接
続されても、PoEポートに電力を供給しません。PoE対応ポートに電力を絶対に適用せず、
そのポートをデータ専用ポートにする場合に限り、このモードを使用してください。

ほとんどの場合、デフォルトの設定（自動モード）の動作は適切に行われ、プラグアンドプレイ

動作が提供されます。それ以上の設定は必要ありません。しかし、プライオリティの高いPoEポー
トを設定したり、PoEポートをデータ専用にしたり、最大ワット数を指定して高電力受電デバイ
スをポートで禁止したりする場合は、このタスクを実行します。

電力モニタリングおよび電力ポリシング

リアルタイムの消費電力のポリシングをイネーブルにした場合、受電装置が最大割り当て（カッ

トオフ電力値）を超えて電力を消費すると、デバイスはアクションを開始します。

PoEがイネーブルである場合、デバイスは受電装置のリアルタイムの電力消費を検知します。接
続されている受電装置のリアルタイム電力消費をデバイスが監視することを、電力モニタリング

または電力検知といいます。また、デバイスはパワーポリシング機能を使用して消費電力をポリ

シングします。

電力モニタリングは、シスコのインテリジェントな電力管理およびCDPベースの消費電力に対し
て下位互換性があります。電力モニタリングはこれらの機能とともに動作して、PoEポートが受
電デバイスに電力を供給できるようにします。

デバイスは次のようにして、接続されている装置のリアルタイム電力消費を検知します。

1 デバイスは、個々のポートでリアルタイム消費電力をモニタリングします。

2 デバイスは、ピーク時の電力消費を含め、電力消費を記録します。デバイスは

CISCO-POWER-ETHERNET-EXT-MIBを介して情報を報告します。

3 電力ポリシングがイネーブルの場合、デバイスはリアルタイムの消費電力を装置に割り当てら

れた最大電力と比較して、消費電力をポリシングします。最大消費電力は、PoEポートでカッ
トオフ電力とも呼ばれます。

装置がポートで最大電力割り当てを超える電力を使用すると、デバイスはポートへの電力をオ

フにしたり、またはデバイスコンフィギュレーションに基づいて受電装置に電力を供給しなが

らデバイスが syslogメッセージを生成して LED（ポート LEDはオレンジ色で点滅）を更新し
たりすることができます。デフォルトでは、すべての PoEポートで消費電力のポリシングは
ディセーブルになっています。

PoEの errdisableステートからのエラー回復がイネーブルの場合、指定の時間の経過後、デバ
イスは PoEポートを errdisableステートから自動的に回復させます。

エラー回復がディセーブルの場合、shutdownおよび no shutdownインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して、手動で PoEポートをイネーブルにできます。
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4 ポリシングがディセーブルになっている場合、受電装置は最大15.4W（ポートのデフォルトの
上限が15.4W）を利用できます。受電装置がこの制限よりも多くを消費すると、ポートは不良
状態になります。

電力消費値

ポートの初期電力割り当ておよび最大電力割り当てを設定することができます。ただし、これら

の値は、デバイスが PoEポートの電力をオンまたはオフにするときを指定するために設定する値
です。最大電力割り当ては、受電デバイスの実際の電力消費と同じではありません。デバイスに

よって電力ポリシングに使用される実際のカットオフ電力値は、設定済みの電力値と同等ではあ

りません。

電力ポリシングがイネーブルの場合、デバイスは、スイッチポートで、受電装置の消費電力を超

える消費電力ポリシングを行います。最大電力割り当てを手動で設定する場合、スイッチポート

と受電デバイス間のケーブルでの電力損失を考慮する必要があります。カットオフ電力とは、受

電デバイスの定格消費電力とケーブル上での最悪時の電力損失を合計したものです。

デバイスの PoEがイネーブルの場合、電力ポリシングをイネーブルにすることを推奨します。た
とえば、クラス 1デバイスの場合、ポリシングがディセーブルのときにpower inline automax6300
インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してカットオフ電力値を設定すると、

PoEポートに設定される最大電力割り当ては 6.3 W（6300 mW）になります。装置が最大で 6.3 W
の電力を必要とする場合、デバイスはポートに接続されている装置に電力を供給します。CDPに
よるパワーネゴシエーション実施後の値または IEEE分類値が設定済みカットオフ値を超えると、
デバイスは接続されている装置に電力を供給しなくなります。デバイスが PoEポートで電力をオ
ンにしたあとは、デバイスは受電装置のリアルタイム電力消費のポリシングを行わないので、受

電装置は最大割り当て量を超えて電力を消費できることになり、デバイスと、他の PoEポートに
接続されている受電装置に悪影響を及ぼすことがあります。

Cisco Universal Power Over Ethernet
Cisco Universal Power Over Ethernet（Cisco UPOE）は、シグナルペア（導線 1、2、3、6）付きの
RJ-45ケーブルのスペアペア（導線 4、5、7、8）を使用して、IEEE 802.3.at PoE標準を拡張する
シスコ独自のテクノロジーで、標準のイーサネットケーブル配線インフラストラクチャ（クラス

D以上）により最大 60 Wの電力を供給する機能を提供します。スペアペアの電力は、スイッチ
ポートとエンドデバイスが Cisco UPOE対応であることを CDPまたは LLDPを使用して相互に識
別し、エンドデバイスがスペアペアの電力のイネーブル化を要求したときにイネーブルになりま

す。スペアペアに給電されると、エンドデバイスは、CDPまたは LLDPを使用して、スイッチか
ら最大 60 Wの電力をネゴシエートできます。

エンドデバイスがシグナルペアおよびスペアペアの両方で PoE対応であるが、Cisco UPOEに必
要な CDPまたは LLDPの拡張をサポートしない場合、4ペアの強制モード設定により自動的にス
イッチポートからシグナルペアおよびスペアペアの両方の電力がイネーブルになります。

関連トピック

サポート対象のプロトコルおよび標準, （85ページ）
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PoE および UPoE の設定方法

PoE ポートの電力管理モードの設定

PoE設定を変更するとき、設定中のポートでは電力が低下します。新しい設定、その他の PoE
ポートの状態、電力バジェットの状態により、そのポートの電力は再びアップしない場合があ

ります。たとえば、ポート1が自動でオンの状態になっていて、そのポートを固定モードに設
定するとします。デバイスはポート1から電力を取り除き、受電デバイスを検出してポートに
電力を再び供給します。ポート 1が自動でオンの状態になっていて、最大ワット数を 10 Wに
設定した場合、デバイスはポートから電力を取り除き、受電デバイスを再び検出します。デバ

イスは、受電デバイスがクラス 1、クラス 2、またはシスコ専用受電デバイスのいずれかの場
合に、ポートに電力を再び供給します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure
terminal

ステップ 2   

設定する物理ポートを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

ステップ 3   

ポートのPoEモードを設定します。キーワードの意味は
次のとおりです。

power inline {auto [max
max-wattage] | never | static
[max max-wattage]

ステップ 4   

• auto：受電装置の検出をイネーブルにします。十分
な電力がある場合は、装置の検出後にPoEポートに

|consumption
milli-watts-consumption }

例：
Device(config-if)# power
inline auto

電力を自動的に割り当てます。これがデフォルト設

定です。
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目的コマンドまたはアクション

• maxmax-wattage：ポートで許可されている電力を制
限します。値を指定しない場合は、最大電力が供給

されます。

• never：装置の検出とポートへの電力供給をディセー
ブルにします。

ポートにシスコの受電デバイスが接続されてい

る場合は、power inline neverコマンドでポー
トを設定しないでください。問題のあるリンク

アップが発生し、ポートが errdisableステート
になることがあります。

（注）

• static：受電装置の検出をイネーブルにします。デ
バイスが受電デバイスを検出する前に、ポートへの

電力を事前に割り当てます（確保します）。デバイ

スは、装置が接続されていなくてもこのポートに電

力を予約し、装置の検出時に電力が供給されること

を保証します。

• consumption：特定のインターフェイスに接続され
た受電デバイスの PoE電力消費量（ミリワット単
位）を設定します。電力消費量の許容範囲は、4000
～ 60000ミリワットです。

電力消費量の自動調整を再びイネーブルにするに

は、noキーワードを使用するか、または 60000ミ
リワットを指定します。

デバイスは、自動モードに設定されたポートに電力を割

り当てる前に、固定モードに設定されたポートにPoEを
割り当てます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 5   

デバイス、または指定したインターフェイスかのPoEス
テータスを表示します。

show power inline [
[interface-id] [detail] ]

例：
Device# show power inline

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

シグナル/スペアペアの電力のイネーブル化

エンドデバイスがスペアペアのインラインパワー給電に未対応の場合、またはエンドデバイ

スが Cisco UPoEに CDPまたは LLDP拡張をサポートしている場合は、このコマンドを入力し
ないでください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 1   

設定する物理ポートを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface-id

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

ステップ 2   

スイッチポートから信号ペアおよびスペ

アペアの両方の電力をイネーブルにしま

す。

power inline four-pair forced

例：
Device(config-if)# power inline
four-pair forced

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 4   

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポーネン
トコンフィギュレーションガイド

93

PoE の設定
シグナル/スペアペアの電力のイネーブル化



電力ポリシングの設定

デフォルトでは、デバイスは接続されている受電装置の消費電力をリアルタイムでモニタリング

します。消費電力に対するポリシングを行うようにデバイスを設定できます。デフォルトではポ

リシングはディセーブルです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

設定する物理ポートを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

ステップ 3   

ポートでリアルタイム消費電力が最大電力割り当て

を超えるときに、次のいずれかのアクションを実行

するようにデバイスを設定します。

power inline police [action{log |
errdisable}]

例：
Device(config-if)# power
inline police

ステップ 4   

• power inline police：PoEポートをシャットダ
ウンし、ポートへの電力供給をオフにし、PoE
ポートを error-disabledステートに移行します。

errdisable detect cause inline-powerグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを

使用すると、PoE errdisableの原因につい
てエラー検出をイネーブルにできます。
errdisable recovery cause inline-power
interval intervalグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用すると、PoE
errdisableステートから回復するためのタ
イマーをイネーブルにすることもできま

す。

（注）

• power inline police action errdisable：リアルタ
イムの電力消費がポートの最大電力割り当て
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目的コマンドまたはアクション

を超過した場合、ポートへの電力をオフにし

ます。

• power inline police action log：ポートへの電源
供給を継続し、syslogメッセージを生成しま
す。

action logキーワードを入力しない場合、デフォル
トのアクションによってポートがシャットダウンさ

れ、errdisableステートになります。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 5   

（任意）PoEerrdisableステートからのエラー回復を
イネーブルにし、PoE回復メカニズム変数を設定し
ます。

次のいずれかを使用します。ステップ 6   

• errdisable detect cause
inline-power

デフォルトでは、回復間隔は 300秒です。• errdisable recovery cause
inline-power interval intervalでは、error-disabledステートから回

復する時間を秒単位で指定します。指定できる範囲

は 30～ 86400です。
• errdisable recovery interval
間隔

例：
Device(config)# errdisable
detect cause inline-power

Device(config)# errdisable
recovery cause inline-power

Device(config)# errdisable
recovery interval 100

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：
Device(config)# exit

ステップ 7   

電力モニタリングステータスを表示し、エラー回

復設定を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 8   

• show power inline police

• show errdisable recovery
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目的コマンドまたはアクション

例：
Device# show power inline
police

Device# show errdisable
recovery

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 9   

startup-config

電力ステータスのモニタ

表 10：電力ステータスの show コマンド

目的コマンド

電力ポリシングのデータを表示します。show power inline police

スイッチ上のインタフェースの PoEステータ
スを表示します。

show power inline [[interface-id ] [detail] ]

そのインターフェイスのPoE電力消費量を表示
します。

show power inline consumption interface-id
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PoE に関するその他の関連資料
MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

PoE の機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 8 章

EEE の設定

• EEEの制約事項, 99 ページ

• EEEについて, 100 ページ

• EEEの設定方法, 100 ページ

• EEEのモニタリング, 101 ページ

• EEEの設定例, 102 ページ

• EEEに関するその他の関連資料, 102 ページ

• EEE設定の機能履歴と情報, 103 ページ

EEE の制約事項
EEEには、次の制約事項があります。

• EEEの設定を変更すると、デバイスがレイヤ 1の自動ネゴシエーションを再起動しなければ
ならないため、インターフェイスがリセットされます。

•受信パスでデータを受け入れる前により長いウェイクアップ時間を必要とするデバイスのリ
ンク層検出プロトコル（LLDP）をイネーブルにする必要がある場合があります。これによ
り、デバイスは送信リンクパートナーから拡張システムのウェイクアップ時間についてネ

ゴシエーションできます。
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EEE について

EEE の概要
Energy Efficient Ethernet (EEE)は、アイドル時間にイーサネットネットワークの消費電力を減らす
ように設計された IEEE 802.3azの標準です。

低電力アイドル（LPI）モードをサポートするデバイスで EEEをイネーブルにできます。このよ
うなデバイスは、低い使用率のときに LPIモードを開始して、電力を節約できます。LPIモード
では、リンクの両端にあるシステムは、特定のサービスをシャットダウンして、電力を節約でき

ます。EEEは上位層プロトコルおよびアプリケーションに対して透過的であるように、LPIモー
ドに移行したり、LPIモードから移行する必要があるプロトコルを提供します。

デフォルトの EEE 設定

EEE の設定方法
EEE対応リンクパートナーに接続されているインターフェイスの EEEをイネーブルまたはディ
セーブルにできます。

EEE のイネーブル化またはディセーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 2   

gigabitethernet1/0/1
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目的コマンドまたはアクション

特定のインターフェイスでEEEをイネーブ
ルにします。EEEがイネーブルの場合、デ

power efficient-ethernet auto

例：

Device(config-if)# power

ステップ 3   

バイスはリンクパートナーにEEEをアドバ
タイズし、自動ネゴシエートします。

efficient-ethernet auto

指定したインターフェイス上でEEEをディ
セーブルにします。

no power efficient-ethernet auto

例：

Device(config-if)# no power

ステップ 4   

efficient-ethernet auto

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイル

に設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

EEE のモニタリング
表 11：EEE 設定を表示するコマンド

目的コマンド

指定インターフェイスの EEE機能を表示します。show eee capabilities interface interface-id

指定したインターフェイスの EEEステータス情報を
表示します。

show eee status interface interface-id

指定したインターフェイスのEEE機能を表示します。show eee counters interface interface-id

次に、show eeeコマンドの例を示します。
Switch#show eee capabilities interface gigabitEthernet 2/0/1
Gi2/0/1
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EEE(efficient-ethernet): yes (100-Tx and 1000T auto)
Link Partner : yes (100-Tx and 1000T auto)

ASIC/Interface : EEE Capable/EEE Enabled

Switch#show eee status interface gigabitEthernet 2/0/1
Gi2/0/1 is up
EEE(efficient-ethernet): Operational
Rx LPI Status : Low Power
Tx LPI Status : Low Power
Wake Error Count : 0

ASIC EEE STATUS
Rx LPI Status : Receiving LPI
Tx LPI Status : Transmitting LPI
Link Fault Status : Link Up
Sync Status : Code group synchronization with data stream intact

Switch#show eee counters interface gigabitEthernet 2/0/1

LP Active Tx Time (10us) : 66649648
LP Transitioning Tx : 462
LP Active Rx Time (10us) : 64911682
LP Transitioning Rx : 153

EEE の設定例
次に、インターフェイスで EEEをイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# power efficient-ethernet auto

次に、インターフェイスで EEEをディセーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# no power efficient-ethernet auto

EEE に関するその他の関連資料
MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

EEE 設定の機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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第 9 章

Cisco Catalyst 9400 シリーズスーパーバイザ
の M2 SATA モジュール

• Cisco Catalyst 9400シリーズスーパーバイザのM2 SATAモジュール, 105 ページ

• M2 SATAのファイルシステムとストレージ, 105 ページ

• M2 SATAのファイルシステムへのアクセス, 106 ページ

• M2 SATAフラッシュディスクのフォーマット, 106 ページ

• SATAモジュールでの操作, 106 ページ

• M2 SATAモジュールの機能履歴と情報, 108 ページ

Cisco Catalyst 9400 シリーズスーパーバイザの M2 SATA モ
ジュール

CiscoCatalyst 9400はモデル主導のプログラマビリティ、ストリーミングテレメトリなどをサポー
トする次世代のモジュラ型スイッチです。これらの機能に必要なストレージをサポートするため、

Cisco Catalyst 9400シリーズスーパーバイザには 22 X 88 mmのM2 SATAフラッシュカードをホ
ストするM2コネクタが備わっています。SATA設定の範囲は、240 GB、480～960 GBです。

M2 SATA のファイルシステムとストレージ
Cisco IOSXE 16.6.1はM2SATAのパーティション 1のみを使用します。M2カードのパーティショ
ン 1にファイルシステムがない場合、Cisco IOS XE 16.6.1ソフトウェアは Linux ext2ファイルシ
ステムを作成します（Linux ext2は汎用ブロックデバイス用に設計された標準的な Linuxファイ
ルシステムです）。デバイスがブートするたびに、パーティション 1のファイルシステムが確認
されます。修復が必要な場合は、自動的に実行されます。ただし、ファイルシステムが「ext2」
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形式でないか、または修復できない場合は新しい ext2ファイルシステムが作成され、既存のすべ
てのデータが読み取り不能または回復不能になります。

• M2SATAパーティションに格納されているファイルは、他のデバイスに格納されているファ
イルとの互換性があります。

• M2SATAと、USB、eUSB、フラッシュ、その他の IOS-XEファイルシステムまたはストレー
ジなどの別のタイプのデバイス間でファイルをコピーまたは格納できます。

• M2 SATAは、block-byte; read-store-modifyなど、さまざまなタイプのストレージアクセスを
サポートします。

M2 SATA のファイルシステムへのアクセス
マウントされたファイルシステムにはM2フラッシュカードから disk0:でアクセスします。

bootflash:または usbflash0:に対するファイルのコピーがサポートされています。

M2 SATA フラッシュディスクのフォーマット
新しいフラッシュディスクをフォーマットするには、format disk0:コマンドを使用します。

formatコマンドはデバイス上のすべてのファイルを再帰的に削除します。このコマンドは、実行
中に何らかのファイルが開いている場合は失敗します。

Switch# format disk0:
Format operation may take a while. Continue? [confirm]
Format operation will destroy all data in "disk0:". Continue? [confirm]
Format of disk0: complete

SATA モジュールでの操作
次に、SATAで実行できるいくつかの操作を示します。

• dir

• copy

• delete

• show disk0:

• show file information disk0:

• show file systems

次に操作の出力例を示します。

Switch# dir disk0:
Directory of disk0:/

11 drwx 16384 Jul 13 2017 14:51:08 +00:00 lost+found
13 -rw- 17866 Aug 11 2017 09:51:22 +00:00 test.txt

118148280320 bytes total (112084099072 bytes free)
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ファイルを disk0:から USBにコピーします。
Switch# copy disk0:test.txt usbflash0:
Destination filename [test.txt]?
Copy in progress...C
17866 bytes copied in 0.096 secs (186104 bytes/sec)
Switch# dir usbflash0:
Directory of usbflash0:/

12 -rw- 33554432 Jul 28 2017 10:12:58 +00:00 nvram_config
11 drwx 16384 Jul 28 2017 10:09:46 +00:00 lost+found
13 -rw- 17866 Aug 11 2017 09:52:16 +00:00 test.txt

189628416 bytes total (145387520 bytes free)

disk0:から test.txtファイルを削除します。
Switch# delete disk0:test.txt
Delete filename [test.txt]?
Delete disk0:/test.txt? [confirm]
Switch# dir disk0:
Directory of disk0:/
No files in directory
118148280320 bytes total (112084135936 bytes free)

USBから disk0:に test.txtファイルをコピーします。
Switch# copy usbflash0:test.txt disk0:
Destination filename [test.txt]?
Copy in progress...C
17866 bytes copied in 0.058 secs (308034 bytes/sec)

Switch# dir disk0:
Directory of disk0:/

11 -rw- 17866 Aug 11 2017 09:53:03 +00:00 test.txt
118148280320 bytes total (112084115456 bytes free)

showコマンド
Switch# show disk0:
-#- --length-- ---------date/time--------- path
2 17866 Aug 11 2017 09:54:06.0000000000 +00:00 test.txt

112084115456 bytes available (62513152 bytes used)

Switch# show file information disk0:test.txt
disk0:test.txt:
type is image (elf64) []
file size is 448 bytes, run size is 448 bytes

Foreign image, entry point 0x400610

Switch# show file systems
File Systems:

Size(b) Free(b) Type Flags Prefixes
- - opaque rw system:
- - opaque rw tmpsys:

* 11250098176 9694093312 disk rw bootflash: flash:
1651314688 1232220160 disk rw crashinfo:

118148280320 112084115456 disk rw disk0:
189628416 145387520 disk rw usbflash0:
7763918848 7696850944 disk ro webui:

- - opaque rw null:
- - opaque ro tar:
- - network rw tftp:

33554432 33532852 nvram rw nvram:
- - opaque wo syslog:
- - network rw rcp:
- - network rw http:
- - network rw ftp:
- - network rw scp:
- - network rw https:
- - opaque ro cns:
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M2 SATA モジュールの機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェアコンポー
ネントコンフィギュレーションガイド

108

Cisco Catalyst 9400 シリーズスーパーバイザの M2 SATA モジュール
M2 SATA モジュールの機能履歴と情報


	Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9400 スイッチ）インターフェイスおよびハードウェア コンポーネント コンフィギュレーション ガイド
	目次
	インターフェイス特性の設定
	機能情報の確認
	インターフェイス特性の設定に関する情報
	インターフェイス タイプ
	ポートベースの VLAN
	スイッチ ポート
	アクセス ポート
	トランク ポート
	トンネル ポート
	ルーテッド ポート
	スイッチ仮想インターフェイス
	EtherChannel ポート グループ
	アップリンク ポート
	イーサネット経由の電源供給


	スイッチの USB ポートの使用
	USB ミニタイプ B コンソール ポート
	コンソール ポート変更ログ
	USB タイプ A ポート
	USB 2.0 ホスト ポート

	インターフェイスの接続
	インターフェイス コンフィギュレーション モード
	イーサネット インターフェイスのデフォルト設定
	インターフェイス速度およびデュプレックス モード
	速度とデュプレックス モードの設定時の注意事項
	IEEE 802.3x フロー制御
	レイヤ 3 インターフェイス

	インターフェイスの特性の設定方法
	インターフェイスの設定
	インターフェイスに関する記述の追加
	インターフェイス範囲の設定
	インターフェイス レンジ マクロの設定および使用方法
	イーサネット インターフェイスの設定
	インターフェイス速度およびデュプレックス パラメータの設定

	40 ギガビット イーサネット インターフェイスの設定
	IEEE 802.3x フロー制御の設定
	レイヤ 3 インターフェイスの設定
	論理レイヤ 3 GRE トンネル インターフェイスの設定
	SVI 自動ステート除外の設定
	インターフェイスのシャットダウンおよび再起動
	コンソール メディア タイプの設定
	USB 無活動タイムアウトの設定
	インターフェイス特性のモニタ
	インターフェイス ステータスのモニタ
	インターフェイスおよびカウンタのクリアとリセット

	インターフェイス特性の設定例
	インターフェイスの説明の追加：例
	インターフェイス範囲の設定：例
	インターフェイス レンジ マクロの設定および使用方法：例


	インターフェイス速度およびデュプレックス モードの設定：例
	レイヤ 3 インターフェイスの設定：例
	コンソール メディア タイプの設定：例
	USB 無活動タイムアウトの設定：例
	インターフェイス特性の設定の機能履歴と情報

	Auto-MDIX の設定
	Auto-MDIX の前提条件
	Auto-MDIX の制約事項
	Auto-MDIX の設定に関する情報
	インターフェイスでの Auto-MDIX

	Auto-MDIX の設定方法
	インターフェイスでの Auto-MDIX の設定

	Auto-MDIX の設定例
	Auto-MDIX と動作状態
	Auto-MDIX に関するその他の関連資料
	Auto-MDIX の機能履歴と情報

	イーサネット管理ポートの設定
	イーサネット管理ポートの前提条件
	イーサネット管理ポートに関する情報
	デバイスへのイーサネット管理ポートの直接接続
	イーサネット管理ポートおよびルーティング
	サポートされるイーサネット管理ポートの機能

	イーサネット管理ポートの設定方法
	イーサネット管理ポートのディセーブル化およびイネーブル化

	イーサネット管理インターフェイスでの IP アドレスの設定例
	イーサネット管理ポートに関する追加情報
	イーサネット管理ポートの機能履歴と情報

	ポート ステータスと接続の確認
	ポート ステータスと接続の確認
	インターフェイス ステータスの確認
	MAC アドレスの表示
	時間領域反射率計を使用したケーブル ステータスの確認
	TDR テストの実行
	TDR に関する注意事項

	Telnet の使用
	ログアウト タイマーの変更
	ユーザ セッションのモニタリング
	ping の使用
	ping の機能
	ping の実行

	IP traceroute の使用
	IP traceroute の機能
	IP traceroute の実行

	レイヤ 2 traceroute の使用
	レイヤ 2 traceroute の使用上の注意事項
	レイヤ 2 traceroute の実行

	ICMP の設定
	ICMP Protocol Unreachable メッセージのイネーブル化
	ICMP Mask Reply メッセージのイネーブル化

	ポート ステータスと接続の確認の機能履歴と情報

	LLDP、LLDP-MED、およびワイヤード ロケーション サービスの設定
	LLDP に関する制約事項
	LLDP、LLDP-MED、および有線ロケーション サービスに関する情報
	LLDP
	LLDP でサポートされる TLV

	LLDP-MED
	LLDP-MED でサポートされる TLV

	ワイヤード ロケーション サービス
	デフォルトの LLDP 設定

	LLDP、LLDP-MED、およびワイヤード ロケーション サービスの設定方法
	LLDP のイネーブル化
	LLDP 特性の設定
	LLDP-MED TLV の設定
	Network-Policy TLV の設定
	ロケーション TLV およびワイヤード ロケーション サービスの設定
	デバイス上でのワイヤード ロケーション サービスのイネーブル化

	LLDP、LLDP-MED、およびワイヤード ロケーション サービスの設定例
	Network-Policy TLV の設定：例

	LLDP、LLDP-MED、ワイヤード ロケーション サービスのモニタリングとメンテナンス
	LLDP、LLDP-MED、およびワイヤード ロケーション サービスの追加情報
	LLDP、LLDP-MED、およびワイヤード ロケーション サービスの機能履歴と情報

	システム MTU の設定
	システム MTU の制約事項
	MTU について
	システム MTU 値の適用

	MTU の設定方法
	システム MTU の設定

	システム MTU の設定例
	例：システム MTU の設定

	システム MTU に関する追加情報
	システム MTU の機能情報

	PoE の設定
	PoE について
	PoE および PoE+ ポート
	サポート対象のプロトコルおよび標準
	受電装置の検出および初期電力割り当て
	電力管理モード
	電力モニタリングおよび電力ポリシング
	電力消費値

	Cisco Universal Power Over Ethernet


	PoE および UPoE の設定方法
	PoE ポートの電力管理モードの設定
	シグナル/スペア ペアの電力のイネーブル化
	電力ポリシングの設定

	電力ステータスのモニタ
	PoE に関するその他の関連資料
	PoE の機能履歴と情報

	EEE の設定
	EEE の制約事項
	EEE について
	EEE の概要
	デフォルトの EEE 設定

	EEE の設定方法
	EEE のイネーブル化またはディセーブル化

	EEE のモニタリング
	EEE の設定例
	EEE に関するその他の関連資料
	EEE 設定の機能履歴と情報

	Cisco Catalyst 9400 シリーズ スーパーバイザの M2 SATA モジュール
	Cisco Catalyst 9400 シリーズ スーパーバイザの M2 SATA モジュール
	M2 SATA のファイル システムとストレージ
	M2 SATA のファイル システムへのアクセス
	M2 SATA フラッシュ ディスクのフォーマット
	SATA モジュールでの操作
	M2 SATA モジュールの機能履歴と情報


